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第１回定例会及び第１回臨時会の主な議案and決まったこと
令和５年第１回定例会のあらまし

　第１回定例会は、令和５年３月２日から16日までの15日間の会期で開催された。今定例会では、予算の審議を中
心に、町長から提案された令和５年度一般会計及び特別会計当初予算をはじめ令和４年度各補正予算、条例の制定及
び一部改正、指定管理者の指定の期間の変更などの議案45件について審議され、いずれも可決された。なお、３月３
日の一般質問では、５人の議員が登壇し、町政全般にわたり活発な質疑が展開され、町当局の考え方を問いただした。

条
例
の
制
定
・
改
正

●�

身
延
町
予
防
接
種
健
康
被
害
調

査
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
の

予
防
接
種
等
に
係
る
健
康
被
害
救

済
措
置
の
手
続
き
に
お
い
て
、町
が

医
学
的
見
地
か
ら
調
査
等
を
行
な

う
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
。

●�
身
延
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、身
延
町
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
。

　

改
正
に
よ
り
出
産
育
児
一
時
金

と
し
て
の
支
給
額
が
変
更

変
更
前　
　
　

40
万
８
０
０
０
円

変
更
後　
　
　

48
万
８
０
０
０
円

●�

身
延
町
町
営
駐
車
場
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

下
部
温
泉
会
館
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
身
延
町
町
営
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
た
め
。

変
更
前　

下
部
温
泉
会
館
駐
車
場

変
更
後　

下
部
温
泉
郷
駐
車
場

●�

身
延
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

各
地
で
発
生
し
た
事
故
を
受
け

て
乳
幼
児
や
放
課
後
児
童
の
安
全

を
確
保
す
る
為
、
安
全
計
画
等
の

強
化
を
見
直
し
て
改
正
す
る
た
め
。

指
定
管
理
者
の
指
定
の

期
間
の
変
更

●�

身
延
町
西
嶋
和
紙
の
里
特
産
品

加
工
販
売
所
の
指
定
管
理
者
※

の
指
定
の
期
間
の
変
更
に
つ
い

て
変
更
前　
平
成
31
年
２
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
5
年
３
月
31
日
ま
で

変
更
後　
平
成
31
年
２
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
6
年
３
月
31
日
ま
で

●�

身
延
町
活
性
化
施
設
及
び
身
延

町
相
又
特
産
品
生
産
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
期
間
の
変

更
に
つ
い
て

変
更
前　
平
成
31
年
２
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
5
年
３
月
31
日
ま
で

変
更
後　
平
成
31
年
２
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
6
年
３
月
31
日
ま
で

※【
指
定
管
理
者
制
度
】
地
方
公

共
団
体
や
そ
の
外
郭
団
体
に
限
定

し
て
い
た
公
の
施
設
の
管
理
・
運

営
を
、
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
し

た
営
利
企
業
・
財
団
法
人
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
・
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
法

人
そ
の
他
の
団
体
に
包
括
的
に
代

行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
行
政

処
分
で
あ
り
委
託
で
は
な
い
）
制

度
で
あ
る
。

契
約
変
更

　

●�

身
延
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

　

排
水
系
統
に
関
し
て
山
梨
県
と

開
発
許
可
申
請
に
関
す
る
協
議
で

自
由
勾
配
側
溝
を
増
工
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
。

増
額
す
る
金
額２

３
９
万
３
０
０
円

変
更
後
の
契
約
金
額

３
億
５
１
５
３
万
３
０
０
円

●�

矢
細
工
排
水
池
機
械
設
備
工
事

請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

屋
外
及
び
屋
内
配
管
に
関
す
る

保
温
工
に
つ
い
て
、
安
定
し
た
給

排
水
に
向
け
て
ヒ
ー
タ
ー
線
の
設

置
等
に
よ
る
更
な
る
凍
結
防
止
措

置
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。

増
額
す
る
金
額３

２
６
万
４
０
０
円

変
更
後
の
契
約
金
額

８
３
５
６
万
４
０
０
円

補
正
予
算

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９
３
１

９
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
総
額
を
１
２
２
億
２
８
９

２
万
４
０
０
０
円
と
す
る
。

○
主
な
増
額
の
内
訳

（
歳
入
）

・
地
方
交
付
税	

８
６
５
０
万
円

・
県
支
出
金	

４
９
４
７
万
円

・
寄
付
金	

２
３
７
５
万
円

　第1回臨時会は、令和5年1月26日開催され、補正予算1件が可決された。

和紙の里（西嶋）ゆばの里（相又）
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・
繰
越
金	

３
１
７
８
万
円

（
歳
出
）

・
総
務
費	

４
５
７
０
万
円

・
土
木
費	

１
７
５
０
万
円

・
衛
生
費	
３
２
３
万
円

・
諸
支
出
金	

１
億
９
１
７
２
万
円

○
主
な
繰
越
明
許
費
※
補
正

・
総
務
費
（
地
籍
調
査
事
業
）

１
億
１
１
０
０
万
円

・
農
林
水
産
業
費

（
ヤ
マ
メ
の
里
撤
去
事
業
）

５
７
５
８
万
円

（
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
）

４
８
１
５
万
円

（
県
営
湛
水
防
除
事
業
）

２
３
１
４
万
円

・
土
木
費
（
道
路
改
良
事
業
）

６
４
９
７
万
円

・
教
育
費

（
健
康
増
進
施
設
建
設
事
業
変
更
）

補
正
前	

４
５
６
１
万
円

補
正
後	

10
億
８
６
２
９
万
円

※【
繰
越
明
許
費
】
経
費
の
性
質

や
予
算
成
立
後
の
な
ん
ら
か
の
理

由
で
、
そ
の
年
度
内
に
支
出
を
終

わ
ら
な
い
見
込
が
あ
る
も
の
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
得
て
翌
年

度
に
限
り
繰
り
越
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
予
算
。
通
常
は
、

補
正
予
算
の
か
た
ち
で
議
会
に
提

案
す
る
。

○
主
な
地
方
債
※
の
補
正

・
旧
合
併
特
例
事
業
債

補
正
後
の
限
度
額

18
億
４
１
２
０
万
円

（
１
２
６
０
万
円
減
額
）

・
過
疎
対
策
事
業
債

補
正
後
の
限
度
額	

２
億
円

（
２
７
０
０
万
円
減
額
）

※【
地
方
債
】
自
治
体
が
財
政
運

営
上
必
要
と
す
る
資
金
を
外
部
か

ら
調
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
負
担

す
る
債
務
で
、
一
会
計
年
度
を
超

え
て
行
な
わ
れ
る
借
入
金
。

　

地
方
公
共
団
体
の
歳
出
は
、
原

則
と
し
て
地
方
債
以
外
の
歳
入
を

も
っ
て
そ
の
財
源
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
例
外
と
し
て
地
方
債
を

財
源
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

は
、
公
営
企
業
出
資
金
、
災
害
応

急
事
業
な
ど
の
財
源
に
す
る
こ
と

な
ど
が
、
地
方
財
政
法
で
規
定
さ

れ
て
い
る
。
地
方
債
は
予
算
で
定

め
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が

で
き
、
起
債
の
目
的
、
限
度
額
、

起
債
の
方
法
、
利
率
お
よ
び
償
還

の
方
法
を
予
算
で
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

令
和
5
年
度
当
初
予
算

令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載

人
事
案
件

同
意
１
号
か
ら
８
号

◇
恩
賜
県
有
財
産
保
護
財
産
区
管

理
会
条
例
第
３
条
の
規
定
に
基
づ

き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

・	

第
一
日
影
み
そ
ね
沢
山
恩
賜
林

保
護
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選

任
　
　
　

笠
井
眞
一
・
野
中
正
英

　
　
　

望
月
佳
親
・
長
田
達
也

　
　
　

佐
野
葉
二
・
笠
井
雅
樹

　
　
　

佐
野
夏
樹

・	

第
二
日
影
み
そ
ね
沢
及
び
石
原

外
二
山
恩
賜
林
保
護
財
産
区
管

理
会
委
員
の
選
任

　
　
　

神
宮
寺
建
夫
・
望
月
明
夫

　
　
　

依
田
利
治
・
神
宮
寺
七
三

　
　
　

依
田
丞
司
・
佐
野
茂
徳

　
　
　

望
月
俊
夫

・	

大
久
保
外
七
山
恩
賜
林
保
護
財

産
区
管
理
会
委
員
の
選
任

　
　
　

山
中
一
義
・
川
崎
繁
美

　
　
　

望
月
敏
雄
・
佐
野
優

　
　
　

星
野
正
人
・
佐
野
光
伯

　
　
　

遠
藤
雄
一

・	

仙
王
外
五
山
恩
賜
林
保
護
財
産

区
管
理
会
委
員
の
選
任

　
　
　

松
木
義
幸
・
松
木
俊
一

　
　
　

深
沢
英
身
・
遠
藤
芳
樹

　
　
　

望
月
正
志
・
松
村
茂
彦

　
　
　

服
部
博
文

・	

姥
草
里
外
七
山
恩
賜
林
保
護
財

産
区
管
理
会
委
員
の
選
任

　
　
　

市
川
徳
一
・
遠
藤
勝
見

　
　
　

手
塚
正
太
郎
・
望
月
武

　
　
　

大
村
一
広
・
佐
野
勇

　
　
　

手
塚
憲

・	

西
嶋
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選

任
　
　
　

笠
井
眞
一
・
野
中
正
英

　
　
　

望
月
佳
親
・
長
田
達
也

　
　
　

佐
野
葉
二
・
笠
井
雅
樹

　
　
　

佐
野
夏
樹　

・	

曙
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任

　
　
　

山
中
一
義
・
川
崎
繁
美

　
　
　

望
月
敏
雄
・
佐
野
優

　
　
　

星
野
正
人
・
佐
野
光
伯

　
　
　

遠
藤
雄
一

・	

下
山
地
区
財
産
区
管
理
会
委
員

の
選
任

　
　
　

松
木
義
幸
・
松
木
俊
一

　
　
　

深
沢
英
身
・
遠
藤
芳
樹

　
　
　

望
月
正
志
・
松
村
茂
彦

　
　
　

服
部
博
文

諮
問

◇	

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（
人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
意
見
を

求
め
る
）

・
氏
名　
伊
藤		

宗
範（
中
富
地
区
）

・�

任
期	

令
和
５
年
10
月
１
日
〜

	

令
和
８
年
９
月
30
日

第
1
回
臨
時
会

●�

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
９
６

万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、歳
入
歳

出
予
算
総
額
そ
れ
ぞ
れ
１
２
１
億

３
５
７
２
万
６
０
０
０
円
と
す
る
。

○
主
な
増
額
の
内
訳

（
歳
入
）

繰
越
金	

１
０
２
９
万
円

（
歳
出
）

教
育
費　
　
　

（
健
康
増
進
施
設
建
設
事
業
費
）

１
１
５
６
万
円
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令 和 5 年 度
一般会計予算

大型事業継続のため 100 億円を超える予算／前年度比微減
104104億億10001000万円万円

令和5年度身延町一般会計当初予算を可決
〇 大型公共事業実施のため昨年度に引き続き100億円を超す大型予算である（平常時はおおむね83億円前後）。
〇 中学校・給食センター建設は本年度も継続する。健康増進施設建設は終了する。教育費の歳出は16.1%

の減である。このため、歳入では町債（借入金）発行は13％減少する。一方、中学校建設で国庫支出金は
39.4% 増加する。

〇 基幹財源である地方交付税は、国税の収入増を見込むため、自治体への配分も自動的に増え、前年比2.7％
の増加となる。住民税・固定資産税は個人は減額となるが、法人は増額となり全体では3.3% 増を見込む。

〇予算規模が大きいことから、依存財源の比率は74.4% となり0.5% 上昇する。

歳　入　※増減率は対前年度比である。　△印：減
科　　目 令和5年度 増減率％

地方交付税 38億5000万円 2.7%
町債 19億6930万円 △13.0%
国庫支出金 11億		300万円 39.4%
県支出金 4億		276万円 △11.4%
地方消費税交付金 2億6300万円 △2.6%
地方譲与税 1億		150万円 △1.9%
交付金（全て） 5710万円 △12.3%
町　税 13億5733万円 3.3%
繰入金 8億		261万円 △16.7%
繰越金 2億7214万円 24.1%
諸収入 7626万円 △2.3%
使用料及び手数料 7555万円 13.6%
分担金及び負担金 5628万円 7.3%
その他（寄附金など） 2317万円 5.0%

合　　計 104億1000万円 △0.04%

区    分 金  額 比  率
依存財源 77億4666万円 74.4%
自主財源 26億6334万円 25.6%
合    計 104億1000万円 100.0%

歳　出（目的別）※増減率は対前年度比である　△印：減
科　　目 令和5年度 増減率％

教育費 30億4483万円 △16.1%
民生費 21億1194万円 △2.1%
総務費 17億2144万円 △1.9%
公債費 11億3251万円 96.7%
衛生費 8億5791万円 △2.6%
土木費 8億2360万円 31.5%
農林水産業費 2億9273万円 △2.3%
消防費 2億1238万円 △11.6%
商工費 1億1777万円 △10.8%
議会費 7394万円 △0.5%
その他（予備費など） 1261万円 △0.2%
諸支出金 834万円 △71.8%

合　　計 104億1000万円 △0.04%
［依存財源］地方譲与税、地方交付税、国庫支出金、町債等、国や県
に依存するかたちで調達する財源。
［自主財源］町税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収
入、寄附金、繰越金等が自主的に収入できる財源。自主財源の比率
が高いほど、自主的な財政運営ができることとなる。

※数値は端数を処理（千円以下）してあるため、合計が一致しない場合がある。
※グラフ緑色は自主財源（赤文字）。青色は依存財源。

一般会計予算：歳入歳出科目別割合

歳　入
１０４億
１000万円

地方交付税
37.0%

町債18.9%
国庫支出金
10.6%

繰入金
7.7%

繰越金2.6%

諸収入0.7%
分担金及び負担金0.5%

町税13.1%

地方消費税交付金2.5%

県支出金3.9%

その他（全て）0.6%

使用料及び手数料0.7%

その他（寄附金など）
0.2%

地方譲与税1.0%

歳　出
１０４億
１000万円

教育費
29.3%

民生費
20.3%総務費

16.6%

その他0.1%

衛生費
8.2%

土木費
7.9%

消防費2.0%
商工費1.1%

議会費0.7%

諸支出金0.1%
農林水産業費
2.8%

公債費
10.9%
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令和5年度一般会計当初予算に計上された主な事業令和5年度一般会計当初予算に計上された主な事業
〇大型事業（施設整備課担当）

事業名称（概要） 5年度予算額
中学校建設事業本体工事（令和6年2月完成予定　建設地／下山小学校南側）
総事業費２か年で26億5259万円（継続費）　令和4年度の事業費は10億6104万円 15億9155万円

給食センター建設事業本体工事（令和5年夏完成予定　建設地／下山小学校東側）
総事業費２か年で5億9463万円（継続費）　令和4年度の事業費は3億5678万円 2億3785万円

〇主な新規事業
事業名称（場所、概要等） 予算額 担当課

旧下部温泉会館修繕等 1224万円 財政課
活性化施設及び特産品生産施設指定管理料※（ゆばの里とよおか） 500万円 産業課
ゆばの里ホームページ・オンラインショップ等作成業務委託 506万円 産業課
味噌加工施設改修費（旧中富中学校 /給食センター） 4561万円 産業課
味噌加工施設機械器具購入費（旧中富中学校 /給食センター） 1686万円 産業課
観光情報サイトWebサイト保守及びPR動画作成業務委託 405万円 観光課
町道塩之沢椿線外道路改良工事 3500万円 建設課
町道本町富山橋線道路改良工事（下山地区国道から新中学校への取付道路） 1億8700万円 施設整備課
新設中学校（下山地区）備品購入 5000万円 施設整備課
湯之奥金山博物館空調設備改修工事（下部温泉郷入口） 5357万円 生涯学習課
味菜庵指定管理料※（西嶋和紙の里） 200万円 生涯学習課
道路橋梁新設改良事業設計・測量委託料（西嶋和紙の里） 1925万円 生涯学習課
道路橋梁新設改良事業	駐車場用地購入費（西嶋和紙の里） 2489万円 生涯学習課
スポーツ健康増進施設指定管理料※（下部温泉駅前）15年間の債務負担行為 2000万円 生涯学習課
中富西部簡易水道事業	矢細工地内町道舗装本復旧工事 2500万円 簡易水道特別会計
下水道総合地震対策計画策定業務委託 3087万円 下水道特別会計
下水道ストックマネジメント※実施設計業務委託 1258万円 下水道特別会計
※いずれの数値も端数を処理（千円以下）してある。
※	【指定管理】公共施設を，民間企業や団体を指定して管理・運営を代行させる制度。利用者の利便性の向上，地方公
共団体の負担の削減などを目的として導入されてきた。指定管理者に支払う指定管理料の額の設定は、指針に示
す原則的な基準のほか、公の施設ごとの経費を施設の設置状況や取り巻く環境などの実情に応じて行う。その算
定に当たっては、過去の実績など適切な根拠のもとに、経費の実態をより正確に把握した積算額を設定する。
※	【ストックマネジメント】長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化の進展状況を考慮し、優先順位付けを行った
うえで、施設の点検・調査、修繕・改善を実施し、施設全体を対象とした施設管理を最適化することを目的としている。

令和５年度身延町特別会計予算額
特別会計名称 令和5年度 令和4年度 増減率

国民健康保険 16億3146万円 16億6304万円 △1.9%
後期高齢者医療 4億4672万円 4億9717万円 △10.1%
介護保険 22億5978万円 23億1039万円 △2.2%
介護サービス事業 1167万円 1215万円 △4.0%
簡易水道事業 5億4413万円 6億9283万円 △21.5%
農業集落排水事業 2718万円 2639万円 3.0%
下水道事業 3億5425万円 3億3991万円 4.2%
下部奥の湯温泉事業 750万円 1408万円 △46.7%
その他12財産区 423万円 396万円 6.6%

合　　計 52億8692万円 55億5990万円 △4.9%
※いずれの数値も端数を処理（千円以下）してあるため、合計が一致しない場合がある。

［特別会計］
　一般会計とは別に設け
られ、独立した経理管理
が行なわれる会計のこと
をいう。
　特定の歳入（上下水道
料金、各種保険料など）
をもって特定の事業を行
なう場合に設けられる。
　個々の事業の収支損益
や資金管理などを明確に
するためである。

身延中学校完成イメージ図（西側）身延中学校完成イメージ図（西側） 給食センター現在の写真給食センター現在の写真
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常任委員会レポート
委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置された議会の内部機関です。常任委
員会、議会運営委員会、特別委員会があり、設置は条例で定められています。現在設置されている常任委員会
は、予算決算常任委員会、総務産業建設常任委員会、教育厚生常任委員会の３委員会です。委員会では、付託
された議案について、質疑等により所管課から説明を受け、審査を行ないます。審査が終わると採決が行なわ
れ、委員会としての賛否が決定し、再び本会議での議題となります。ここではその審査内容を掲載しています。
3つの常任委員会で質問された内容すべてを掲載されていません。なお、原則として議長及び各委員長は、
質問いたしません。所属委員以外は、議員と表記しています。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

望
月
悟
良

▼
議
案
第
9
号

　

 

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
12
号
）

企
画
政
策
課
関
係

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

田
舎
暮
ら

し
体
験
施
設
古
関
館
で
10
組
見

学
し
た
が
未
利
用
の
原
因
は
。

答　
10
組
の
方
に
は
敷
地
内
に
車

の
進
入
が
で
き
な
い
こ
と
、
設

備
面
、
周
辺
環
境
等
が
合
わ
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
管
理
費
１
１
１
４
万
７
０
０
０

円
減
額
の
理
由
と
見
通
し
は
。

答　

半
導
体
不
足
に
よ
る
も
の
。

来
年
度
導
入
見
込
み
で
あ
る
。

産
業
課
関
係

広
島
法
明
委
員　

年
度
末
で
の
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
見
込
み
は
。

答　

猿
３
０
０
頭
、猪
１
８
０
頭
、

鹿
７
９
０
頭
を
想
定
。
昨
年
度

よ
り
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

土
地
対
策
課
関
係

伊
藤
達
美
委
員　

地
籍
調
査
の
成

果
物
の
納
品
状
況
は
。

答　

紙
ベ
ー
ス
の
も
の
と
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
た
も
の
両
方
で
納
品

さ
れ
て
い
る
。

田
中
一
泰
委
員　

地
籍
調
査
の
費

用
は
全
額
町
負
担
か
。

答　

委
託
料
に
関
係
す
る
費
用
が

補
助
対
象
と
な
り
、
補
助
率
は

国
が
50
％
、
県
が
25
％
。
そ
れ

以
外
が
町
の
負
担
で
あ
る
。

環
境
上
下
水
道
課
関
係

渡
辺
文
子
委
員　

猫
不
妊
・
去
勢

手
術
の
実
績
は
。

答　

確
定
頭
数
、
予
定
頭
数
を
合

わ
せ
て
１
２
１
匹
で
あ
る
。

▼
議
案
第
16
号

　

 

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

総
務
課
関
係

山
下
利
彦
委
員　

電
気
料
の
高
騰

し
て
い
る
な
か
太
陽
光
発
電
の

公
共
施
設
へ
の
導
入
計
画
は
。

答　
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、移
転
等
の

検
討
も
あ
り
、導
入
計
画
は
な
い
。

佐
野
昇
委
員　

町
独
自
の
職
員
研

修
計
画
は
。

答　

新
任
職
員
研
修
、入
庁
か
ら

数
年
経
過
し
た
職
員
向
け
の
研

修
、人
事
評
価
研
修
、自
治
体
Ｄ

Ｘ
研
修
等
を
計
画
し
て
い
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

今
年
度
の

退
職
者
と
来
年
度
採
用
人
数
は
。

答　

年
度
途
中
の
退
職
者
が
１

名
、年
度
末
が
７
名
。
７
名
の

う
ち
定
年
退
職
者
は
６
名
で
、

早
期
退
職
者
は
１
名
。来
年
度

の
新
採
用
職
員
は
９
名
で
あ
る
。

企
画
政
策
課
関
係

伊
藤
達
美
委
員　

今
後
の
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
の

全
体
に
対
す
る
国
の
助
成
の
見

通
し
は
。

答　

各
事
業
は
交
付
金
採
択
基
準
に

は
該
当
し
な
い
の
で
、当
初
の
よ

う
な
国
費
を
受
け
る
よ
う
な
状
況

に
は
な
い
。今
後
ど
の
よ
う
な
事

業
に
補
助
金
を
活
用
し
て
推
進

が
図
れ
る
か
検
討
し
て
い
く
。

伊
藤
雄
波
委
員　

企
画
事
業
費
そ

の
他
業
務
委
託
料
の
契
約
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
は
、
取

り
扱
え
る
事
業
者
も
少
な
い
た

め
、
例
年
随
意
契
約
で
あ
る
。

渡
辺
文
子
委
員　

移
住
・
定
住
の

促
進
事
業
で
転
入
者
祝
金
等
は

空
き
家
バ
ン
ク
利
用
者
で
な
く

て
も
支
給
で
き
な
い
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
通
常
の
転
入
者

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

【
現
地
調
査
】　　

�

３
月
６
日（
月
）

◎
新
中
学
校
建
設
現
場

◎
中
之
倉
バ
イ
パ
ス
現
場

◎
下
部
農
村
文
化
公
園
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遠
藤
公
久
副
委
員
長　

奨
学
金
返

還
支
援
事
業
補
助
金
制
度
と
は
。

答　

国
の
事
業
で
特
別
交
付
税
措

置
50
％
で
あ
り
、
対
象
者
は
大

学
又
は
高
校
在
学
時
に
、
独
立

行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

等
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け

就
労
し
て
い
る
満
30
歳
未
満
の

方
で
、
令
和
５
年
４
月
１
日
以

降
に
奨
学
金
の
返
還
を
始
め
た

者
。
補
助
対
象
期
間
は
最
初
の

認
定
か
ら
５
年
間
。
補
助
率
は

奨
学
金
返
還
額
の
2
分
の
1
。

上
限
額
は
導
入
段
階
と
し
て
年

12
万
円
と
設
定
。
対
象
者
は
年

６
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

交
通
防
災
課
関
係

深
山
光
信
委
員　

町
営
バ
ス
飯
富

本
栖
湖
線
の
利
用
状
況
は
。

答　

今
年
度
１
月
ま
で
の
乗
車
実

績
が
１
７
４
名
。

山
下
利
彦
委
員　

地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
の
決
算
状
況
は
。

答　

料
金
、補
助
金
の
各
収
入
に
対

し
て
町
の
支
出
と
い
う
比
べ
方

に
な
る
と
大
幅
な
赤
字
で
あ
る
。

田
中
一
泰
委
員　

１
日
５
０
０
円
の

定
額
を
払
え
ば
乗
り
放
題
と
か

半
年
券
、１
年
券
な
ど
の
利
便
性

を
高
め
る
料
金
体
系
の
検
討
は
。

答　

協
議
会
に
諮
り
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

田
中
一
泰
委
員　

備
蓄
食
料
の
期

限
間
際
の
品
の
処
分
方
法
は
。

答　

防
災
訓
練
時
期
に
、地
域
の
希
望

に
よ
り
配
布
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
山

梨
で
需
要
が
あ
れ
ば
寄
贈
す
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

災
害
ト
イ

レ
の
処
理
剤
は
、
今
後
も
計
画

に
基
づ
く
数
し
か
備
蓄
し
て
い

か
な
い
つ
も
り
か
。

答　

令
和
８
年
度
ま
で
の
計
画
だ

が
、
緊
急
性
も
考
慮
し
な
が
ら

備
蓄
整
備
し
て
い
く
。

財
政
課
関
係

佐
野
昇
委
員　

公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

等
支
援
業
務
費
用
は
毎
年
計
上

さ
れ
て
い
る
が
。

答　

財
務
書
類
上
の
固
定
資
産
は

何
か
と
い
っ
た
研
修
や
、
各
年

度
の
施
設
カ
ル
テ
の
内
容
な
ど

を
専
門
的
見
地
で
分
析
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。

佐
野
昇
委
員　

特
定
建
築
物
調
査
は

町
内
全
て
の
公
共
施
設
が
対
象
か
。

答　

種
類
に
応
じ
て
建
築
基
準
法

に
お
い
て
対
象
と
な
る
施
設
を

調
査
す
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

合
併
特
例

債
の
残
高
は
。

答　

合
併
当
初
示
さ
れ
た
特
例
債

は
建
設
事
業
に
充
て
ら
れ
る
も

の
と
し
て
86
億
７
０
０
０
万
円

ほ
ど
、
ま
た
基
金
分
野
に
充
て

ら
れ
る
も
の
と
し
て
15
億
５
０

０
０
万
円
ほ
ど
あ
っ
た
。
基
金

分
は
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
に

充
て
て
い
る
。
発
行
期
限
で
あ

る
令
和
６
年
度
の
残
り
は
１
億

２
０
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

予
算
査
定

で
財
政
課
と
し
て
ス
ク
ラ
ッ
プ

し
た
よ
う
な
事
業
は
あ
る
か
。

答　

事
業
自
体
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し

た
も
の
は
な
い
。
新
規
の
予
算

要
求
な
ど
は
、
本
当
に
必
要
な

の
か
精
査
さ
せ
る
な
ど
予
算
を

削
ず
る
よ
う
な
対
応
を
し
た
。

伊
藤
雄
波
委
員　

経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
の
内
容
は
。

答　

指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て
経

営
改
善
等
の
指
導
を
視
野
に
入

れ
た
内
容
で
あ
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

指
定
管
理

料
の
査
定
の
基
準
は
。

答　

査
定
の
基
準
は
な
い
。
次
年

度
以
降
は
、し
っ
か
り
精
査
し
、

予
算
に
反
映
さ
せ
る
。

伊
藤
達
美
委
員　

専
門
家
を
入
れ
る

中
で
指
定
管
理
料
に
関
す
る
町
と

し
て
の
基
本
的
な
指
針
や
考
え

方
を
策
定
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答　

検
討
す
る
。

税
務
課
関
係

山
下
利
彦
委
員　

滞
納
者
へ
の
対

応
は
。

答　

電
話
に
よ
る
催
告
や
通
知
の
送

付
、ま
た
、口
座
の
残
高
照
会
を
行

な
い
差
押
な
ど
行
な
っ
て
い
る
。

町
民
課
関
係

伊
藤
雄
波
委
員　
フ
レ
イ
ル
予
防
※

の
健
康
増
進
施
設
の
活
用
は
。

答　

今
後
、
健
康
増
進
施
設
を
有

効
利
用
し
た
保
険
事
業
が
で
き

れ
ば
、
施
設
を
活
用
す
る
。

※【
フ
レ
イ
ル
予
防
】
フ
レ
イ
ル
と

は
、加
齢
や
疾
患
に
よ
り
身
体
的・

精
神
的
な
様
々
な
機
能
が
徐
々
に

衰
え
、心
身
の
ス
ト
レ
ス
に
脆
弱

に
な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
指
す
。

予
防
方
法
と
し
て
食
事
や
運
動
な

ど
の
生
活
習
慣
に
注
意
し
、積
極

的
に
人
と
接
し
て
社
会
性
を
失
わ

な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

福
祉
保
健
課
関
係

山
下
利
彦
委
員　

高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
の
業
務
内
容
は
。

答　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
健
診

結
果
か
ら
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

の
治
療
を
中
断
し
た
人
に
対
し

て
保
健
師
が
家
庭
訪
問
等
保
健

指
導
を
行
な
う
。

山
下
利
彦
委
員　

ふ
れ
あ
い
ペ
ン

ダ
ン
ト
の
総
数
と
利
用
台
数
は
。

答　

町
管
理
の
総
数
１
５
７
台
。

う
ち
利
用
台
数
は
89
台
。

広
島
法
明
委
員　

社
会
福
祉
協
議

会
の
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
介
護

保
険
事
業
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

今
後
は
。

答　

施
設
は
１
、
２
年
の
間
で
ど

の
よ
う
に
利
用
し
て
い
く
の
か

検
討
す
る
。

渡
辺
文
子
委
員　

失
語
症
者
向
け

意
思
疎
通
支
援
者
派
遣
事
業
は
。

答　
一
般
社
団
法
人
山
梨
県
言
語

聴
覚
士
会
に
委
託
し
て
い
る
。

ふれあいペンダント
主な目的
・急病等の不安解消
・災害時等の連絡確保
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令
和
４
年
度
か
ら
の
新
規
事
業

で
、今
の
と
こ
ろ
実
績
は
な
い
。

観
光
課
関
係

佐
野
昇
委
員　

身
延
町
特
産
品
フ

ェ
ア
開
催
業
務
の
内
容
は
。

答　

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
東
京
多
摩
地

域
の
主
要
駅
で
あ
る
八
王
子
・

立
川
・
国
分
寺
駅
等
で
身
延
町

の
特
産
品
を
販
売
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
し
、
併
せ
て
身

延
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
。

伊
藤
達
美
委
員　

み
の
ぶ
自
然
の

里
の
委
託
料
、
指
定
管
理
業
務

の
算
出
根
拠
は
。

答　

指
定
管
理
者
で
あ
る
合
同
会

社
森
の
学
び
舎
か
ら
、令
和
５

年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支

計
画
書
の
提
出
を
受
け
、内
容
を

精
査
し
た
う
え
で
算
定
し
た
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

観
光
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
保
守
管
理
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
運
営
支
援
業
務
の
内

容
は
。

答　

保
守
管
理
業
務
は
、シ
ス
テ

ム
保
守
、操
作
研
修
、コ
ン
テ
ン

ツ
の
企
画
立
案
、ま
た
、特
集
記

事
等
を
約
10
本
作
成
。イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
運
営
支
援
業
務
は
、

年
間
90
本
程
度
を
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
投
稿
す
る
予
定
で
あ
る
。

山
下
利
彦
委
員　

し
だ
れ
桜
の
里

排
水
施
設
整
備
工
事
の
終
期
は
。

答　

令
和
５
年
度
が
最
終
工
期
と

な
る
。

伊
藤
達
美
委
員　

商
工
会
補
助
金

の
算
定
根
拠
は
。

答　

身
延
町
商
工
会
補
助
金
交

付
要
綱
に
規
定
さ
れ
る
補
助
事

業
で
あ
る
地
域
総
合
振
興
事
業

費
、
及
び
経
営
改
善
普
及
事
業

費
に
係
る
各
事
業
の
収
支
計
画

書
に
つ
い
て
商
工
会
か
ら
の
提

出
を
受
け
、
内
容
を
精
査
し
た

う
え
で
算
定
し
た
。

伊
藤
達
美
委
員　

予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
Ｋ

Ｐ
Ｉ
※
の
設
定
は
。

答　

目
標
に
向
か
っ
て
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
事
業
は
、
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
設
定
を
検
討
す
る
。

※【
Ｋ
Ｐ
Ｉ
】
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
は
、「
重

要
業
績
評
価
指
標
」
と
言
い
、
組

織
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行

な
う
日
々
の
活
動
の
具
体
的
な
行

動
指
標
の
こ
と
。

深
山
光
信
委
員　

人
流
計
測
シ
ス

テ
ム
の
詳
細
は
。

答　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
各
種
ア

プ
リ
か
ら
取
得
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位

置
情
報
を
秘
匿
化
・
統
計
加
工

し
た
位
置
情
報
を
基
に
し
た
ビ

ッ
ク
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
で
、
観

光
面
だ
け
で
は
な
く
各
種
施
策

に
も
幅
広
く
活
用
で
き
る
。

子
育
て
支
援
課
関
係

山
下
利
彦
委
員　

不
妊
治
療
、
産

後
ケ
ア
、
多
胎
妊
婦
健
診
、
助

成
の
昨
年
度
の
実
績
数
は
。

答　

不
妊
治
療
６
組
、
産
後
ケ
ア

５
人
、
多
胎
妊
婦
健
診
の
対
象

者
０
人
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

保
育
所
に

通
っ
て
い
る
子
供
の
内
訳
は
。

答　

町
内
保
育
所
は
、
町
立
・
私

立
合
わ
せ
87
名
、
町
外
保
育
所

は
19
名
。
大
野
山
保
育
園
の
１

号
（
幼
稚
園
）
14
名
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

私
立
保
育

所
へ
電
気
・
燃
料
等
の
高
騰
に

対
す
る
支
援
は
。

答　

国
、
県
の
新
た
な
補
助
金
の

情
報
が
無
く
、
町
で
も
現
在
の

と
こ
ろ
新
た
な
補
助
の
検
討
は

な
い
。

山
下
利
彦
委
員　

非
常
通
報
シ
ス

テ
ム
の
概
要
は
。

答　

令
和
３
年
度
に
公
立
保
育
所
、

学
童
保
育
室
に
設
置
。銀
行
に

あ
る
通
報
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
で

あ
る
。令
和
４
年
度
、私
立
保
育

所
も
補
助
事
業
で
設
置
す
る
。

産
業
課
関
係

佐
野
知
世
委
員　

道
の
駅
し
も
べ

の
指
定
管
理
料
の
内
訳
は
。

答　

国
道
３
０
０
号
沿
い
道
の

駅
ト
イ
レ
の
管
理
に
１
０
０
万

円
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
に
１

０
０
万
円
、合
計
２
０
０
万
円
。

伊
藤
雄
波
委
員　

あ
け
ぼ
の
大
豆

総
合
的
学
習
業
務
の
内
容
は
。

答　

小
学
校
３
学
年
の
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
で
、
あ
け
ぼ

の
大
豆
の
種
ま
き
か
ら
枝
豆
・

大
豆
の
収
穫
、
調
理
実
習
ま
で

１
年
間
か
け
て
指
導
す
る
。

広
島
法
明
委
員　

捕
獲
し
た
有
害

鳥
獣
の
確
認
方
法
は
。

答　

提
出
写
真
と
尻
尾
で
あ
る
。

山
梨
県
の
基
準
に
て
確
認
す
る
。

山
下
利
彦
委
員　

指
定
管
理
施
設

に
お
い
て
、
経
営
改
善
プ
ラ
ン

等
の
策
定
は
。

答　

経
営
改
善
プ
ラ
ン
等
の
策
定

は
考
え
て
な
い
。
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
依
頼
し
、
施
設
の

適
正
な
経
営
指
導
に
努
め
る
。

建
設
課
関
係

伊
藤
達
美
委
員　

都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
計
画
策
定
理
由

や
見
通
し
は
。

答　

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
策
定

す
る
も
の
で
、
本
町
が
未
策
定

の
た
め
、
令
和
４
〜
５
年
度
の

継
続
事
業
で
実
施
し
て
い
る
。

山
下
利
彦
委
員　

都
市
計
画
の
具

体
的
な
内
容
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
を
行
な
う
計
画

で
、道
路
、公
園
、下
水
道
の
整
備

な
ど
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

渡
辺
文
子
委
員　

江
尻
窪
残
土
処

理
場
の
今
後
は
。

答　

現
在
、残
土
の
搬
入
見
込
み

が
立
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

渡
辺
文
子
委
員　

今
後
の
子
育
て

世
帯
向
け
の
町
営
住
宅
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

戸
建
住
宅
の
建
設
に
向
け
、

調
査
を
行
な
い
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
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佐
野
知
世
委
員　

虹
川
橋
修
繕
工

事
の
修
繕
内
容
は
。

答　

断
面
修
復
、
伸
縮
装
置
、
橋

面
防
水
の
修
繕
で
あ
る
。

深
山
光
信
委
員　

市
川
三
郷
身
延

縦
貫
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

の
活
動
の
見
通
し
は
。

答　

来
年
度
の
総
会
も
実
施
予
定
。

佐
野
知
世
委
員　

手
す
り
の
老
朽

化
に
よ
る
転
落
事
故
を
受
け
て

本
町
の
対
応
状
況
は
。

答　

橋
梁
点
検
や
、
作
業
員
の
パ

ト
ロ
ー
ル
、
職
員
が
現
場
な
ど

を
確
認
し
て
い
る
。

環
境
上
下
水
道
課
関
係

佐
野
昇
委
員　

粗
大
ご
み
収
集
運

搬
業
務
は
業
者
の
選
定
方
法
は
。

答　

町
内
の
粗
大
ご
み
処
分
業
者

は
１
社
だ
け
で
あ
り
、
随
意
契

約
の
予
定
で
あ
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

西
部
広
域

環
境
組
合
建
設
予
定
ご
み
処
理

施
設
で
の
、
動
物
の
死
骸
持
ち

込
み
等
の
協
議
は
。

答　

現
在
協
議
し
て
い
る
。

深
山
光
信
委
員　

犬
登
録
数
と
狂

犬
病
注
射
済
票
交
付
数
は
。

答　

犬
登
録
数
は
５
５
０
件
程
、注

射
済
票
交
付
数
は
４
５
０
件
程
。

深
山
光
信
委
員　

注
射
済
票
の
未

交
付
者
に
再
通
知
の
検
討
は
。

答　

検
討
す
る
。

渡
辺
文
子
委
員　

古
紙
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
工
事
は
。

答　

旧
町
で
１
箇
所
ず
つ
、
３
箇

所
の
予
定
で
あ
る
。

身
延
支
所
関
係

山
下
利
彦
委
員　

門
野
の
湯
の
レ

ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
検
査
は
。

答　

県
の
指
針
に
よ
り
自
主
検
査

を
年
２
回
実
施
。浴
槽
水
に
つ

い
て
は
週
３
回
交
換
し
て
い
る
。

下
部
支
所
関
係

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

各
出
張
所

の
１
日
の
利
用
者
数
は
何
人
か
。

答　

令
和
３
年
度
は
、
久
那
土
出

張
所
11.8
人
、
古
関
出
張
所
4.1
人

で
あ
る
。

学
校
教
育
課
関
係

渡
辺
文
子
委
員　

給
食
の
調
理
等

業
務
を
民
間
委
託
に
す
る
こ
と

で
児
童
・
生
徒
へ
の
影
響
は
。

答　

継
続
雇
用
を
希
望
す
る
調
理

員
は
、
採
用
す
る
こ
と
は
基
本

と
し
、
献
立
作
成
や
食
材
購
入

は
引
き
続
き
栄
養
教
諭
が
行
な

う
の
で
、
質
が
落
ち
る
こ
と
は

な
い
。

佐
野
昇
委
員　

２
施
設
を
１
つ
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
額
的
な

効
果
は
。

答　

見
込
み
で
、
６
０
０
万
円
ほ

ど
増
額
に
な
る
予
定
。

広
島
法
明
委
員　

い
じ
め
防
止
対

策
委
員
の
仕
事
お
よ
び
構
成
は
。

答　

い
じ
め
に
よ
る
重
大
事
態
が

発
生
し
た
場
合
に
設
置
さ
れ
、

事
実
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め

の
調
査
を
行
な
う
委
員
会
で
、

委
員
の
構
成
は
弁
護
士
・
大
学

教
授
・
臨
床
心
理
士
・
児
童
福

祉
司
。
今
ま
で
設
置
さ
れ
た
こ

と
は
な
い
。

佐
野
昇
委
員　

各
学
校
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
状
況
は
。

答　

各
小
学
校
２
台
、
中
学
校
３

台
。

生
涯
学
習
課
関
係

山
下
利
彦
委
員　

和
紙
の
里
経
営

改
革
プ
ラ
ン
な
ど
の
計
画
は
。

答　

作
成
す
る
計
画
は
な
い
。
必

要
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

望
月
悟
良
委
員
長　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
保
護
の
状
況
は
。

答　

保
護
用
の
巣
箱
の
設
置
お

よ
び
生
息
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
昨
年
町
内
で
は
３
つ
が
い

程
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

田
中
一
泰
委
員　

健
康
増
進
施
設

費
は
委
託
料
、
光
熱
水
費
、
他

で
５
０
０
０
万
円
程
度
に
な
る

が
、
今
後
も
負
担
す
る
の
か
。

答　

協
定
に
よ
り
湯
船
か
ら
流
れ

る
汚
水
に
つ
い
て
は
町
負
担
と

な
る
。今
後
も
町
が
同
様
の
額

を
負
担
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

施
設
整
備
課
関
係

広
島
法
明
委
員　

町
道
本
町
富
山

橋
線
道
路
改
良
工
事
の
完
成
は
。

答　

令
和
６
年
３
月
末
ま
で
の
工

期
を
見
込
ん
で
い
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

工
事
概
要

は
。

答　

国
道
と
の
隅
切
り
を
し
改
良

を
行
な
い
、
７
ｍ
道
路
に
2.5
ｍ

の
歩
道
が
設
置
さ
れ
中
心
線
が

引
か
れ
る
。

▼
議
案
第
21
号

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

環
境
上
下
水
道
課
関
係

山
下
利
彦
委
員　

公
営
企
業
会
計

移
行
を
控
え
、
水
道
料
金
の
改

定
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

答　

公
営
企
業
と
し
て
適
正
な
料

金
設
定
に
む
け
、簡
易
水
道
運
営

審
議
会
に
諮
り
、答
申
い
た
だ
き

な
が
ら
改
定
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

▼
議
案
第
22
号

　
集
落
排
水
事
業
等
特
別
会
計
予
算

環
境
上
下
水
道
課
関
係

佐
野
知
世
委
員　

戸
別
浄
化
槽

整
備
事
業
と
は
ど
う
い
う
事
業

か
。

答　

市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
が
町

内
に
１
１
１
基
あ
り
、
町
が
管

理
し
て
い
る
。

広
島
法
明
委
員　

市
町
村
設
置
型

浄
化
槽
と
個
人
設
置
型
浄
化
槽

の
違
い
は
何
か
。

答　

市
町
村
設
置
型
の
戸
別
浄
化

槽
は
、
特
別
会
計
で
使
用
料
を

徴
収
し
、町
が
管
理
し
て
い
る
。

広
島
法
明
委
員　

市
町
村
設
置
型

戸
別
浄
化
槽
に
で
き
る
採
択
基

準
は
。

答　

地
区
単
位
で
20
戸
以
上
の
申

請
で
県
へ
協
議
す
る
。
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産
業
課
関
係

山
下
利
彦
議
員　

ゆ
ば
の
里
の
指

定
管
理
期
間
の
１
年
延
長
に
よ

る
、
中
部
横
断
道
の
影
響
が
変

化
す
る
と
考
え
る
か
。

答　

中
部
横
断
道
の
影
響
が
変
化

す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

山
下
利
彦
議
員　

交
通
量
が
３

割
減
る
と
い
う
話
が
あ
る
な
か

で
、
立
て
直
し
の
た
め
の
経
営

改
革
プ
ラ
ン
が
あ
る
の
か
。

答　

書
面
と
し
て
の
プ
ラ
ン
は
作

成
し
て
い
な
い
が
立
て
直
し
の

案
は
あ
る
。

広
島
法
明
委
員　

指
定
管
理
者

を
来
年
は
公
募
す
る
の
か
、
ま

た
期
間
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答　

確
定
は
で
き
な
い
が
、
指
定

管
理
者
は
公
募
で
、
期
間
は
３

年
を
見
込
ん
で
い
る
。

佐
野
知
世
委
員　

今
後
の
経
営

改
善
の
方
法
は
ど
う
考
え
る
の

か
。

答　

経
営
改
善
と
し
て
、
通
販

に
力
を
い
れ
た
い
と
考
え
て
い

る
。

▼
議
案
第
2
号

　

 

身
延
町
予
防
接
種
健
康
被
害

調
査
委
員
会
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

福
祉
保
健
課
関
係

佐
野
知
世
議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
健
康
被
害
が

あ
れ
ば
対
象
に
な
る
か
。

答　

対
象
に
な
る
。

渡
辺
文
子
委
員
長　

今
ま
で
健
康

被
害
の
報
告
は
あ
る
か
。

答　

昨
年
度
末
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る

健
康
被
害
に
つ
い
て
、
１
件
の

申
し
出
が
あ
り
国
へ
報
告
し
て

あ
る
。

▼
議
案
第
3
号

　

 

身
延
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

町
民
課
関
係

渡
辺
文
子
委
員
長　

出
産
育
児
一

時
金
は
、
産
科
医
療
保
険
制
度

の
掛
金
を
含
め
て
50
万
円
で
あ

る
が
、
分
娩
機
関
が
支
払
う
の

か
。

答　

制
度
に
加
入
し
て
い
る
分
娩

機
関
が
申
告
し
、
運
営
組
織
に

掛
金
を
支
払
う
。

渡
辺
文
子
委
員
長　

こ
の
制
度
の

該
当
と
な
る
事
例
は
あ
っ
た

か
。

答　

あ
り
ま
せ
ん
。
出
産
育
児
一

時
金
の
支
払
い
件
数
も
年
間
３

件
く
ら
い
で
あ
る
。

▼
議
案
第
5
号

　

 

身
延
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
課
関
係

佐
野
昇
議
員　
「
安
全
計
画
策
定
」

に
つ
い
て
、
各
保
育
園
で
策
定

後
ど
こ
が
承
認
す
る
の
か
。

答　

町
の
子
育
て
支
援
課
で
承
認

す
る
。
公
立
保
育
所
に
つ
い
て

は
協
議
し
な
が
ら
策
定
す
る
。

山
下
利
彦
委
員　

園
児
の
バ
ス
送

迎
に
あ
た
っ
て
の
安
全
管
理
規

定
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
作

成
は
ど
こ
が
行
な
う
の
か
。

答　

規
定
は
今
か
ら
検
討
す
る
。

施
行
日
の
令
和
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
町
で
作
成
す
る
。
利
用

園
児
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る

装
置
は
、
エ
ン
ジ
ン
停
止
後
、

運
転
手
が
車
内
の
確
認
を
怠

っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
車

内
へ
の
警
報
を
行
な
う
と
と
も

に
、
15
分
以
内
に
車
外
へ
警
報

を
発
す
る
装
置
を
想
定
し
て
い

る
。

▼
議
案
第
6
号

　

 

身
延
町
西
嶋
和
紙
の
里
特
産

品
加
工
販
売
所
の
指
定
管
理

者
の
指
定
の
期
間
の
変
更
に

つ
い
て

生
涯
学
習
課
関
係

佐
野
昇
議
員　

道
の
駅
と
し
て
申

請
登
録
し
誘
客
し
よ
う
と
動
い

て
い
る
が
、
道
の
駅
と
な
っ
た

後
に
ど
の
く
ら
い
の
客
数
に
な

る
か
検
討
し
て
い
る
か
。

答　

細
か
く
は
検
討
し
て
い
な
い

が
、
中
部
横
断
道
の
無
料
区
間

の
境
目
で
あ
る
六
郷
IC
か
ら
流

れ
て
く
る
客
、
道
の
駅
と
い
う

冠
を
つ
け
た
こ
と
に
よ
る
誘
客

を
見
込
ん
だ
計
画
を
進
め
て
い

る
。

遠
藤
公
久
委
員　

指
定
管
理
は
和

紙
の
里
全
体
の
公
募
に
な
る
の

か
。
そ
の
場
合
、
み
の
ぶ
う
ど

ん
生
産
組
合
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
な
る
が
、
組
合
に
は
そ
の

こ
と
は
伝
え
て
あ
る
か
。

答　

施
設
全
体
の
公
募
と
な
る
こ

と
は
、
組
合
に
は
説
明
し
て
い

る
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

伊
藤
雄
波

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

渡
辺
文
子

▼
議
案
第
7
号

　

 

身
延
町
活
性
化
施
設
及
び
身
延
町
相
又
特
産
品
生
産
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
の
期
間
の
変
更
に
つ
い
て
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本会議  討 論

議
案
第
16
号

令
和
５
年
度
身
延
町
一
般
会
計

予
算

反
対
　
渡
辺
文
子 

議
員

　
　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
等
業

務
委
託
費
に
つ
い
て
反
対
討
論

す
る
。

　
　

調
理
業
務
の
民
間
委
託
は
結

局
人
件
費
の
問
題
に
な
る
。労

働
条
件
、身
分
保
障
、処
遇
の
格

差
が
あ
り
、結
局
は
弱
い
と
こ

ろ
に
劣
悪
な
形
で
の
し
わ
寄
せ

を
招
く
。こ
れ
ま
で
の
予
算
よ

り
６
０
０
万
円
の
増
額
は
、民

間
委
託
を
す
る
た
め
の
も
の
だ
。

民
間
委
託
に
よ
る
増
額
に
は
賛

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

賛
成
　
広
島
法
明 

議
員

　
　

委
託
業
者
は
学
校
給
食
に
お

け
る
調
理
業
務
は
長
く
十
分
な
経

験
と
実
績
が
あ
る
。県
内
で
は
13

の
学
校
給
食
施
設
を
受
託
し
て
い

る
な
ど
健
全
で
安
定
し
た
給
食
運

営
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。献
立
は
従
来
ど
お
り
、栄

養
教
諭
が
献
立
の
作
成
か
ら
食

材
の
発
注
を
行
な
う
の
で
安
全
・

安
心
で
児
童
生
徒
に
喜
ば
れ
る

給
食
を
提
供
さ
れ
る
と
考
え
る
。

以
上
の
理
由
等
で
調
理
業
務
委

託
料
の
予
算
計
上
に
賛
成
す
る
。

反
対
　
山
下
利
彦 

議
員

　
　
「
西
嶋
和
紙
の
里　

道
の
駅
」

整
備
事
業
費
及
び「
ゆ
ば
の
里
」

管
理
費
に
対
し
て
反
対
の
立
場

か
ら
討
論
す
る
。

　
　

総
額
６
６
１
５
万
円
の
予
算

計
上
に
も
か
か
わ
ら
ず「
経
営

改
革
プ
ラ
ン
の
作
成
は
予
定
し

て
い
な
い
」と
の
答
弁
は
、今
回

の
投
資
に
経
営
改
善
の
根
拠
の

な
い
こ
と
の
表
れ
だ
。ま
た
、道

の
駅
と
し
て
の
展
開
は
、国
道
52

号
線
の
交
通
量
減
少
分
析
は
重

要
な
視
点
と
な
る
。将
来
を
先

読
み
し
、環
境
変
化
に
機
敏
に

対
応
で
き
る
事
業
展
開
が
今
求

め
ら
れ
て
い
る
。駐
車
場
拡
大
の

用
地
買
収
な
ど
は
一
旦
立
ち
止

ま
り
、問
題
の
本
質
を
見
つ
め
直

す
必
要
が
あ
る
。過
去
か
ら
の
問

題
解
決
策
や
今
後
の
見
通
し
を

示
さ
な
い
今
回
の
多
額
の
予
算

を
通
す
こ
と
は
、行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
と
し
て
の
議
会
の
役
割

を
放
棄
す
る
も
の
と
考
え
る
。

賛
成
　
伊
藤
達
美 

議
員

　
　

予
算
は
、
和
紙
の
里
の
再

生
・
活
性
化
の
第
一
歩
と
し
て

駐
車
場
を
整
備
し
、
ト
イ
レ
の

設
置
を
行
な
い
、
駐
車
台
数
を

増
や
す
と
と
も
に
建
物
と
の
動

線
を
確
保
す
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
こ
の
事
業
に
よ
り
来
場

者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
そ

の
増
加
に
結
び
付
け
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令

和
５
年
度
、
事
業
に
関
す
る
予

算
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
　
遠
藤
公
久 

議
員

　
　

ゆ
ば
の
里
は
、コ
ロ
ナ
禍
、さ

ら
に
中
部
横
断
道
開
通
に
伴
い

来
場
者
、売
り
上
げ
と
も
危
機
的・

壊
滅
的
な
状
況
に
陥
っ
た
。当
初

予
算
１
８
８
６
万
８
０
０
０
円
の

計
上
は
、立
て
直
し
の
費
用
で
あ

り
、一
刻
の
猶
予
も
な
く
早
急
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
理
解
し

て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、経
営

再
建
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
承

知
し
て
い
る
。経
営
健
全
化
に
向

け
、積
極
的
か
つ
具
体
的
な
営
業

戦
略
の
実
施
、所
管
課
に
よ
る
営

業
実
態
の
調
査
、立
て
直
し
に
困

難
が
生
じ
た
場
合
の
本
事
業
の

明
確
な
撤
退
条
項
の
検
討
な
ど

を
要
望
し
、賛
成
討
論
と
す
る
。

議
案
第
18
号

　

令
和
５
年
度
身
延
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

反
対
　
渡
辺
文
子 

議
員

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

高
齢
者
の
負
担
を
増
や
し
高
齢

者
の
医
療
費
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
が
目
的
の
制
度
で
す
。高

齢
者
い
じ
め
の
医
療
制
度
は
廃

止
を
し
て
老
人
医
療
制
度
に
戻

す
べ
き
で
す
。

賛
成
　
遠
藤
公
久 

議
員

　
　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
に
な
る
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
現
役
世
代
の
負
担
が
よ
り

一
層
重
く
な
る
。
様
々
な
課
題

は
あ
る
に
し
て
も
、
本
予
算
を

成
立
さ
せ
て
、
高
齢
者
が
病
気

や
ケ
ガ
を
完
治
し
、
健
康
で
元

気
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が

最
優
先
で
あ
る
と
考
え
、
本
予

算
に
賛
成
の
討
論
と
す
る
。　

議
案
第
19
号

令
和
５
年
度
身
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

反
対
　
渡
辺
文
子 

議
員

　
　

多
く
の
高
齢
者
に
公
的
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
環
境
を
整

え
て
き
た
と
い
う
点
で
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し

か
し
、
利
用
者
が
経
済
的
な
心

配
を
せ
ず
、
必
要
な
時
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
介

護
保
険
制
度
に
す
べ
き
で
す
。

賛
成
　
遠
藤
公
久 

議
員

　
　

介
護
給
付
に
要
す
る
費
用
の

増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
。保
険

料
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、一
般

財
源
や
準
備
基
金
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
繰
り
入
れ
に
よ
り
、値
上
げ

の
抑
制
の
努
力
を
行
な
っ
て
い

る
。生
活
困
窮
者
へ
の
配
慮
、介

護
予
防
や
相
談
支
援
事
業
の
推

進
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
し
て
、本
予
算
の
賛
成
討

論
と
す
る
。

議員は採決の前にその案件に対して、賛成か反対かの自己の意見を表明することができます。
意見表明することを「討論」といいます。自己の意見に反対の議員や賛否の意思を決めかねて
いる議員に対し、自己の意見に賛同するよう理由を述べます。
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議案に対する賛否議案に対する賛否�
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

遠
藤
公
久

深
山
光
信

佐
野　

昇

山
下
利
彦

佐
野
知
世

伊
藤
雄
波

望
月
悟
良

田
中
一
泰

広
島
法
明

野
島
俊
博

渡
辺
文
子

伊
藤
達
美

上
田
孝
二

第
１
回
定
例
会
（
3
月
2
日
～
16
日
）

●条例の制定 ●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

議案第２号 身延町予防接種健康被害調査委員会条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●条例の一部改正
議案第３号 身延町国民健康保険条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第４号 身延町町営駐車場条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号 身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●指定管理者の指定の期間の変更

議案第６号 身延町西嶋和紙の里特産品加工販売所の指定管理者の
指定の期間の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７号 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の
指定管理者の指定の期間の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●補正予算
議案第９号 令和４年度身延町一般会計補正予算（第12号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第10号 令和４年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第11号 令和４年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第12号 令和４年度身延町介護保険特別会計補正予算（第４号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第13号 令和４年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第14号 令和４年度身延町下水道事業等特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第15号 令和４年度身延町仙王外五山恩賜林保護財産区特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●当初予算
議案第16号 令和５年度身延町一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第17号 令和５年度身延町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第18号 令和５年度身延町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第19号 令和５年度身延町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第20号 令和５年度身延町介護サービス事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第21号 令和５年度身延町簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第22号 令和５年度身延町農業集落排水事業等特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第23号 令和５年度身延町下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第24号 令和５年度身延町下部奥の湯温泉事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号
〜36号

令和５年度８恩賜林保護財産区・４地区財産区特別会計予算
（大八坂及び川尻並びに山之神外十五山・広野村上外九山・第一日
影みそね沢、第二日影みそね沢及び石原外二山・大久保外七山・
仙王外五山・姥草里外七山・入ヶ岳外二山・西嶋・曙・大河内・下山）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●契約の一部変更
議案第37号 身延町学校給食センター建設工事請負契約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第38号 矢細工配水池機械設備工事請負契約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●人事案件
同意第1号 身延町第一日影みそね沢山恩賜林保護財産区管理会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第2号 身延町第二日影みそね沢及び石原外二山恩賜林保護財産区管理会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第3号 身延町大久保外七山恩賜林保護財産区管理会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第4号 身延町仙王外五山恩賜林保護財産区管理会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第5号 身延町姥草里外七山恩賜林保護財産区管理会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第6号 身延町西嶋財産区管理会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第7号 身延町曙財産区管理会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第8号 身延町下山地区財産区管理会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●議案の撤回
議案第8号 峡南広域行政組合規約の変更について 町からの議案の撤回請求に対して全員承認

第
1
回
臨
時
会

（
1
月
26
日
）

●補正予算
議案第1号 令和４年度身延町一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内容については、P2〜P3の「第1回定例会議案説明」及び「第1回臨時会」をご覧ください。
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一  般  質  問一  般  質  問

５人の議員が登壇５人の議員が登壇
町政のあり方について質疑　町政のあり方について質疑　３３月月３３日日

一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策的
提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策につ
いて報告を求めたり問い質すこともあります。質問の範囲は、町の行財政全般（公共
事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民生活に密接してい
る事項など多岐にわたっています。

１ 遠藤公久　議員 ……………… 14 ページ
　①中学校移転後の現身延中学校施設ついて
　②情報セキュリティ対策の現状について
　③高齢者の安心できる生活について
　④身延山久遠寺開創 750 年事業と観光振興に
　　ついて

２ 山下利彦　議員 ……………… 15 ページ
　①上下水道事業の公営企業会計への移行について
　②鳥獣被害防止対策について
　③中部横断道の「道の駅」について
　④	子育て世代の定住政策と「こども家庭庁」の
少子化対策

３ 佐野知世　議員 ……………… 16 ページ
　①	山梨県における強靭化の取り組みについて町の
考えをたずねる

　②自主防災組織の育成強化を

４ 渡辺文子　議員 ……………… 17 ページ
　①学校給食について
　②高齢者も安心して暮らせる町に
　③おくやみ支援コーナーの設置を

５ 佐野　昇　議員 ……………… 18 ページ
　①	人口減少対策（総合戦略）について
　②本町の雇用状況について
　③身延町職員提案制度実施要綱について

※	本会議における一般質問は、身延町議会議場（役場2階）で開催されています。どなたでも傍聴することが
できます。町議会議員の活動を知る良い機会ですので、お気軽にお越しください。
※ここに掲載の順位は質問の通告順によります。
※	掲載の内容は、紙面の関係上、質問を要約し掲載しています。掲載されていない質問項目もありますので、
閲覧したい方は議会事務局に会議録がありますのでお問い合わせください。

○一般質問の傍聴人数
24人の皆様が熱心に傍聴されました。
ありがとうございました。
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身延山久遠寺開創750年事業と観光振興について
問　見解と具体的施策を伺う

答　�町では誘客に向けた絶好の機会と捉え、身延山観光協会など
が行なう観光事業に対して、ほかの観光地と相互の回遊によ
る観光面での効果が得られるように支援およびPRを行なっ
ていく（観光課長）

新
校
舎
移
転
後
の
現
身
延
中

学
校
校
舎
つ
い
て

問　
解
体
を
行
な
う
明
確
な
理
由
は
。

施
設
整
備
課
長　

新
校
舎
建
設

工
事
は
、
財
源
の
一
部
に
文
科

省
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
が
充
当
さ
れ
て
お
り
、
交
付

要
件
に
対
象
と
な
る
危
険
建
物

等
、
工
事
完
成
後
、
速
や
か
に

取
り
壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
る
た
め
。

問　

解
体
工
事
の
実
施
時
期
、
お

よ
び
付
帯
設
備
の
扱
い
は
。

施
設
整
備
課
長　

令
和
６
年
度
に

解
体
工
事
を
予
定
。身
延
給
食

セ
ン
タ
ー
、プ
ー
ル
、部
室
、身

延
小
学
校
体
育
館
も
解
体
予
定

で
あ
る
。

問　

身
延
小
学
校
を
含
め
、中
学
校

の
敷
地
に
は
、借
地
も
含
ま
れ
て

い
る
認
識
だ
が
、現
況
と
対
応
は
。

町
長　

身
延
小
中
合
わ
せ
て
約

４
万
６
０
０
０
㎡
こ
の
う
ち
４

分
の
１
が
借
地
で
あ
る
。
借
地

が
あ
る
と
利
活
用
す
る
上
に
開

発
許
可
や
補
助
金
等
の
採
択
に

お
い
て
支
障
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
解
消
を
目
指
し
て
い
る
。

今
回
所
有
者
1
名
か
ら
譲
渡
と

な
る
。
今
回
の
所
有
者
の
決
断

に
は
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。

問　

残
り
の
借
地
の
所
有
者
数
お

よ
び
筆
数
は
。

学
校
教
育
課
長　

所
有
者
数
７

件
、
筆
数
は
42
筆
。

問　

跡
地
の
利
活
用
の
検
討
、有

効
利
用
し
て
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
現
段
階
で
の
計
画
は
。

施
設
整
備
課
長　

現
段
階
で
は
未

確
定
。
町
民
が
集
え
有
効
に
利
用

で
き
る
施
設
を
検
討
し
て
い
く
。

自
治
体
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
現
状

に
つ
い
て

問　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

対
策
に
つ
い
て
、
本
町
の
自
治

体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ

ド
構
築
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
政
策
課
長　

山
梨
県
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
を
構
築

し
、
共
同
利
用
。
経
費
負
担
の

軽
減
や
知
識
の
集
結
に
よ
る
対

策
を
効
果
的
に
実
施
し
て
い
る
。

常
時
、
最
新
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
更

新
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

問　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
講
習
受
講
の

実
施
な
ど
、
職
員
へ
の
啓
蒙
、

教
育
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長　

地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
の
資
料
に
よ
り

全
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を

実
施
し
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ

リ
シ
ー
お
よ
び
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
実
施
手
順
も
確
認
し
て
い

る
。遵
守
義
務
等
、情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、共

通
の
認
識
を
持
ち
、更
な
る
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い

て
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

即
応
体
制
や
専
門
的
な
人
員

の
配
置
な
ど
は
。

企
画
政
策
課
長　

対
応
手
順
書
を

も
と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
接

続
遮
断
等
の
対
応
を
即
時
行
な

い
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
対
策
を
と
る
。人
員
配
置
は
、

精
通
す
る
情
報
通
信
関
連
事
業

者
へ
の
業
務
委
託
が
現
時
点
で

は
最
善
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
な
ど
外
部

記
憶
装
置
廃
棄
の
状
況
を
伺
う
。

企
画
政
策
課
長　

峡
南
広
域
行
政

組
合
情
報
セ
ン
タ
ー
の
共
同
廃

棄
事
業
に
よ
り
、記
憶
装
置
に

ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
破
壊
す
る

物
理
的
な
方
法
を
実
施
し
て
い

る
。

高
齢
者
の
安
心
で
き
る
生
活
に

つ
い
て

問　

本
町
は
１
４
２
３
世
帯
、
27.5

％
が
75
歳
以
上
の
世
帯
に
な
る

が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
存
在
お
よ
び
役
割
の
周
知
方

法
を
伺
う
。

福
祉
保
健
課
長　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、広
報
み
の
ぶ
、冊
子
の
配
布
他

で
周
知
を
実
施
。民
生
委
員
に
も
、

毎
年
資
料
配
布
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

地
域
の
高
齢
者
の
方
々
を
地

域
の
住
民
で
見
守
る
体
制
や
、
老

老
介
護
世
帯
へ
の
支
援
体
制
は
。

福
祉
保
健
課
長　

生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
を
実
施
。今
後
も
寄
せ

ら
れ
る
相
談
に
応
じ
、高
齢
者
の

心
身
の
状
況
や
生
活
の
実
態
と

必
要
な
支
援
等
を
幅
広
く
把
握

し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
適
切
な

支
援
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
め
る
。

問　

高
齢
者
等
世
帯
に
対
す
る
ご

み
出
し
に
特
化
し
た
支
援
制
度

構
築
は
。

福
祉
保
健
課
長　

ご
み
出
し
支
援

に
特
化
し
た
相
談
は
ほ
ぼ
な

い
。
地
域
住
民
等
が
連
携
し
て

高
齢
者
等
の
日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
の
１
つ
の
仕
組
み
が

で
き
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
の

で
、現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

現身延中学校舎
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中部横断自動車道の「道の駅」について
問　�中部横断自動車道直結の「道の駅」建設は、身延町の各観光

施設への誘客に繋がる情報発信拠点になると考えるが

答　�直結した「道の駅」は造らず、町内の道路におりて道の駅に
寄って町を周遊するための道の駅の整備を考えている（町長）

中
部
横
断
自
動
車
道
の
道
の
駅

問　

国
土
交
通
省
の
道
の
駅
に
対

す
る
考
え
方
は
、
沿
道
地
域
の

文
化
・
歴
史
・
名
所
・
特
産
物

な
ど
の
情
報
提
供
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
の
核
と
し
て
、
ま
た

交
流
人
口
の
増
加
へ
の
基
地
と

し
て
２
０
２
５
年
に
は
「
道
の

駅
」
を
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

発
揮
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
今

後
、
こ
の
よ
う
な
必
要
と
な
る

重
要
な
施
設
を
な
ぜ
設
置
し

な
か
っ
た
の
か
過
去
に
一
般
質

問
を
2
度
行
な
っ
た
が
、
建
設

は
必
要
な
い
と
い
う
答
弁
で
あ

る
。
道
の
駅
検
討
委
員
会
の
組

織
構
成
の
説
明
を
求
め
る
。

建
設
課
長　

本
町
に
お
い
て
道
の

駅
検
討
委
員
会
を
組
織
し
た
経

緯
は
な
い
。

問　

平
成
18
年
3
月
に
は
産
業
建

設
常
任
委
員
長
の
付
帯
決
議
が

さ
れ
て
い
る
。そ
の
内
容
は「
六

郷
IC
か
ら
南
部
IC
に
ラ
ン
プ
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、道
の
駅

を
設
置
し
、道
の
駅
を
拠
点
と

し
た
地
域
活
性
化
計
画
を
促
進

す
る
と
い
う
国
の
方
針
と
全
く

同
じ
内
容
で
あ
る
。し
か
し
、結

果
と
し
て
道
の
駅
は
建
設
さ
れ

な
い
。経
緯
に
つ
い
て
議
会
に

説
明
し
理
解
さ
れ
た
の
か
。

建
設
課
長　

町
と
し
て
道
の
駅
不

要
と
の
明
確
な
結
論
を
出
し
た

経
緯
は
な
い
。
そ
の
都
度
、
議

員
の
方
々
に
整
備
の
方
法
や
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
説
明
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

答
弁
内
容
か
ら
、そ
も
そ
も

道
の
駅
検
討
委
員
会
は
無
く
、

議
会
は
道
の
駅
建
設
に
必
要
な

付
帯
決
議
を
行
な
い
、町
も
道

の
駅
不
要
の
明
確
な
意
思
表
示

は
行
な
っ
て
い
な
い
。そ
れ
で

は
誰
が
こ
の
100
年
一
度
の
チ
ャ

ン
ス
を
潰
し
た
の
か
。設
置
し

な
か
っ
た
理
由
は
。

町
長　

道
の
駅
の
在
り
方
の
考

え
が
全
く
違
う
。
確
か
に
南

部
・
富
士
川
の
道
の
駅
は
混
雑

し
て
い
る
が
、
そ
の
２
つ
の
道

の
駅
は
た
だ
通
過
で
終
わ
っ
て

い
る
。
寄
っ
て
そ
の
ま
ま
町
か

ら
出
て
い
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

道
の
駅
を
求
め
ず
、
町
内
の
道

路
に
お
り
て
、
道
の
駅
に
寄
っ

て
町
を
周
遊
す
る
た
め
の
道
の

駅
の
整
備
を
本
町
は
考
え
て
い

る
。

水
道
事
業
の
公
営
企
業
化

問　

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
料

金
収
入
の
減
少
や
施
設
、
設
備

の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
投
資
の

増
大
な
ど
に
よ
り
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
今
後
、
中
長
期
的

な
見
通
し
を
し
た
時
、
持
続
的

な
経
営
が
困
難
な
自
治
体
が
出

て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
経
営
努
力
を
促
進
す
る
方

策
や
、
持
続
的
な
経
営
を
確
保

す
る
た
め
の
対
応
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
身
延
町
も
令

和
6
年
４
月
よ
り
公
営
企
業
会

計
が
導
入
さ
れ
る
。

　
　

現
行
の
上
下
水
道
の
使
用
料

金
と
原
価
と
の
比
較
状
況
と
そ

れ
ぞ
れ
の
加
入
率
を
伺
う
。

環
境
上
下
水
道
課
長　

簡
易
水
道

の
供
給
単
価
は
145
円
、
給
水
原

価
は
343
円
。
下
水
道
の
使
用
料

単
価
は
164
円
、
処
理
原
価
は
305

円
。加
入
率
は
上
水
道
が
98
％
、

下
水
道
が
65.1
％
で
あ
る
。

問　

下
水
道
事
業
の
加
入
率
の
65.1

％
は
非
常
に
深
刻
な
状
況
で
あ

り
、原
価
は
使
用
料
単
価
の
２

倍
で
あ
る
。来
年
か
ら
の
地
方
公

営
企
業
は
、事
業
経
営
に
要
す

る
費
用
を
独
立
採
算
性
の
原
則

に
基
づ
き
、税
金
に
よ
ら
ず
使
用

料
金
の
事
業
収
益
を
も
っ
て
充

て
る
と
さ
れ
る
。将
来
の
人
口
減

少
か
ら
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
中
、来
年
４
月
か
ら
の

供
給
単
価
お
よ
び
使
用
料
金
の

設
定
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

環
境
上
下
水
道
課
長　

使
用
料
金

の
設
定
は
、
利
益
の
み
で
な
く
、

福
祉
的
な
観
点
も
踏
ま
え
た
地

域
の
実
情
に
合
う
状
況
で
あ
る

こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。
簡
易

水
道
・
下
水
道
の
審
議
会
に
お

け
る
審
議
諮
問
の
上
、
答
申
を

頂
き
な
が
ら
慎
重
に
料
金
改
定

を
進
め
る
。

問　

独
立
採
算
性
の
原
則
の
前
提

と
し
て
、
未
加
入
が
加
入
者
の

使
用
料
金
に
影
響
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
事
前
準
備
と
し
て

上
下
水
道
事
業
の
加
入
率
を
100

％
に
近
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

環
境
上
下
水
道
課
長　

特
に
下
水

道
事
業
に
お
け
る
接
続
率
お
よ

び
加
入
率
に
つ
い
て
は
、現
在
、

訪
問
に
よ
る
勧
奨
を
行
な
っ
て

い
る
。
100
％
の
接
続
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
が
、
少
し
で
も
近

づ
け
る
よ
う
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
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コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰
の
取
り
組
み
は

問　

地
域
基
盤
の
強
靭
化
に
つ
い

て
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
国

際
的
な
原
材
料
の
高
騰
に
よ
り

町
内
の
商
工
業
の
経
営
は
も
と

よ
り
一
般
家
庭
の
生
活
に
も
一

層
の
厳
し
さ
を
増
す
中
、
こ
れ

に
つ
い
て
の
町
の
取
り
組
み
の

考
え
を
問
う
。

観
光
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
と
し
て
商
品
券
２
万
５

０
０
０
円
の
給
付
を
行
な
い
消

費
喚
起
を
図
っ
た
。

　
　

ま
た
、
中
小
企
業
の
創
業
促

進
、
新
た
な
事
業
の
創
出
の
促

進
や
町
発
注
の
工
事
、
物
品
購

入
等
の
受
注
機
会
の
増
大
に
努

め
る
な
ど
、
具
体
的
な
施
策
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
を
担
う
人
づ
く
り
の
取
り
組
み
は

問　

こ
れ
か
ら
の
身
延
町
に
リ
ー

ダ
ー
役
と
し
て
求
め
ら
れ
る
、

も
の
づ
く
り
の
知
識
や
技
術
を

有
す
る
後
継
者
や
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
縦
横
無
尽
に
使
い
こ
な
せ

る
人
材
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
る

が
、
町
の
支
援
す
る
方
策
と
取

り
組
み
を
聞
く
。

企
画
政
策
課
長　

第
２
期
総
合
戦

略
の
取
り
組
み
と
考
え
て
い

る
。
中
で
も
切
れ
目
の
な
い
充

実
し
た
子
育
て
支
援
や
小
中
学

校
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
な
ど
の
教
育
の
充
実
、
企
業

支
援
や
誘
致
に
よ
る
仕
事
の
確

保
な
ど
は
、
地
域
人
材
の
育
成

と
確
保
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

と
し
て
重
要
と
考
え
る
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
は

問　

県
土
の
強
靭
化
に
も
通
じ
る

が
、
地
域
道
路
の
充
実
の
事
業

化
、
整
備
化
に
向
け
た
検
討
、

加
速
と
い
う
構
想
の
中
に
、
身

延
町
に
関
す
る
路
線
は
含
ま
れ

て
い
な
い
様
だ
が
、
過
去
幾
度

も
一
般
質
問
や
請
願
に
挙
が
っ

て
い
る
三
沢
〜
市
之
瀬
間
の
バ

イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
構
想
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
国
道
に
次
ぐ
主
要

地
方
道
で
あ
り
、
中
部
横
断
高

速
道
路
や
国
道
52
号
線
が
通
行

止
め
に
な
っ
た
時
の
緊
急
輸
送

路
で
あ
り
、
災
害
や
観
光
面
に

お
い
て
も
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど

の
利
便
性
や
経
済
効
果
が
期
待

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

最
近
で
は
、
昨
年
６
月
の
県

議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
笠

井
辰
生
県
議
が
三
沢
〜
市
之
瀬

間
の
バ
イ
パ
ス
構
成
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
、
県
側
と
し
て
も
富

士
川
左
岸
の
生
活
道
路
と
し
て

の
認
識
を
示
し
、
必
要
性
を
検

討
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

　
　
「
三
沢
〜
市
之
瀬
間
バ
イ
パ

ス
を
実
現
す
る
会
」
は
今
か
ら

５
年
前
各
集
落
の
地
区
役
員
80

名
を
通
じ
組
織
さ
れ
、
実
現
に

向
け
１
万
４
０
０
０
名
弱
の
署

名
を
集
め
実
現
を
切
望
し
、
今

ま
で
全
て
カ
ン
パ
金
で
、
ス
テ

ッ
カ
ー
や
の
ぼ
り
旗
等
に
よ
り

活
動
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で

あ
る
。

　
　
「
要
望
し
、
推
進
し
て
い
る
」　　

で
は
な
く
、
町
は
明
確
に
、
か

つ
強
力
に
県
に
要
望
す
べ
き
で

は
な
い
か
、
町
長
の
真
意
を
伺

う
。

町
長　

本
町
に
お
い
て
は
主
要
な

案
件
と
し
て
、
も
ち
ろ
ん
今
の

三
沢
〜
市
之
瀬
間
バ
イ
パ
ス
、

そ
の
他
下
田
原
〜
市
之
瀬
間
バ

イ
パ
ス
、
割
子
〜
切
石
間
バ
イ

パ
ス
、
新
飯
富
橋
建
設
の
要
望

を
受
け
て
い
る
と
い
う
説
明
を

行
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も

地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興
、

災
害
時
の
避
難
等
に
大
き
く
寄

与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

実
現
に
向
け
て
は
山
梨
県
社

会
資
本
整
備
計
画
に
組
み
入
れ

て
頂
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三
沢
〜
市
之
瀬
間
バ
イ
パ
ス
に

つ
い
て
は
先
ほ
ど
も
議
員
が
言

わ
れ
た
通
り
１
万
人
以
上
の
署

名
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
た
中
で
、
今
後
も
引

き
続
き
市
川
三
郷
・
身
延
縦
貫

道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
と
と

も
に
県
に
強
く
要
望
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問

・	

自
主
防
災
組
織
の
強
化

・	

南
部
藩
ゆ
か
り
の
地
と
の
災
害

協
定

地域強靭化について町の考えを尋ねる
問　�県の強靭化構想について、町は県に対しどのような要望申

請や予算要求を行なっているか

答　�県が主体となる事業は道路、河川、森林整備等多岐にわたっ
ている。町では区から要望を受けた県が主体となって防災・
減災につながる道路改修や河川改修などの要望を行なって
いる。引き続き関係課と連携し要望していく（交通防災課）

バイパスの早期実現を願うのぼり旗
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地
産
地
消
の
取
り
組
み
を

問　

安
心
安
全
な
学
校
給
食
に

つ
い
て
の
関
心
も
高
い
。
全
国

的
に
地
元
や
有
機
の
食
材
を
使

っ
た
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
。
地
産
地
消
の
取
り
組
み
の

状
況
は
。　
　

学
校
教
育
課
長　

地
場
産
物
の
活

用
は
、
教
育
的
な
意
義
も
あ
る

の
で
、
可
能
な
範
囲
で
取
り
入

れ
る
方
向
で
あ
る
。「
あ
け
ぼ

の
大
豆
」「
大
塚
に
ん
じ
ん
」「
と

う
も
ろ
こ
し
の
甘
々
娘
」「
さ

つ
ま
い
も
」「
干
し
し
い
た
け
」

「
湯
葉
」「
米
」「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」

「
タ
マ
ネ
ギ
」
を
購
入
し
て
い

る
。

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
は
農
協
に
出

荷
す
る
た
め
に
は
３
回
消
毒
を

す
る
の
で
、
家
で
食
べ
る
も
の

は
違
う
畑
で
作
り
、
消
毒
を
し

な
い
と
聞
い
た
。
農
協
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
、
給
食
に
は
安

心
安
全
な
も
の
を
提
供
し
て
も

ら
い
た
い
が
。

町
長　

消
毒
し
な
い
で
よ
い
も
の

が
採
れ
れ
ば
い
い
が
現
実
は
難

し
い
。
学
校
給
食
な
の
で
、
消

毒
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

問　

町
内
で
大
量
に
小
麦
粉
を

作
っ
て
い
る
方
が
給
食
で
使
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
話
し
て
い
た

が
、
実
現
は
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

給
食
用
食
材
の

提
供
を
考
え
て
い
る
生
産
者

は
、
地
元
産
食
材
も
給
食
に

活
用
出
来
る
条
件
に
合
致
す
れ

ば
、
取
り
入
れ
は
可
能
で
あ
り
、

地
元
Ｊ
Ａ
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

問　

地
域
の
食
材
を
使
う
学
校
給

食
が
、
地
元
の
農
家
支
援
、
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

に
も
な
る
と
思
う
が
、
町
と
し

て
ど
う
勧
め
て
い
く
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

地
場
産
食
材
の

供
給
す
る
地
元
農
家
へ
の
経
済

的
な
効
果
は
一
定
程
度
あ
る
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
「
食
」
を
支

え
る
立
場
か
ら
、
農
業
従
事
者

の
や
り
が
い
や
高
齢
農
家
に
と

っ
て
も
生
き
が
い
や
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
　

Ｊ
Ａ
な
ど
の
団
体
の
協
力
を

得
る
中
で
、
地
元
食
材
の
活
用

の
検
討
を
進
め
た
い
。

高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
に

問　

身
延
町
地
域
支
え
合
い
協
議

会
の
中
で
、
独
り
暮
ら
し
な
ど

の
高
齢
者
の
切
実
な
実
態
に
つ

い
て
話
が
あ
っ
た
。
全
国
的
に

も
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
る
犯

罪
が
多
く
、
怖
い
思
い
を
さ
れ

た
方
も
い
る
が
、
町
と
し
て
実

態
の
把
握
は
さ
れ
て
い
る
か
。

交
通
防
災
課
長　

町
で
は
被
害
の

実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
。
南

部
警
察
署
に
確
認
を
し
た
が
詐

欺
の
予
兆
電
話
、
ア
ポ
電
に
よ

る
通
報
は
10
件
だ
っ
た
。
詐
欺

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
広
報

み
の
ぶ
等
で
町
民
に
周
知
し
て

い
く
。

問　

犯
罪
対
策
と
し
て
自
動
対
応

録
音
装
置
や
自
動
応
答
録
音
装

置
付
電
話
機
に
補
助
金
が
あ
る

が
、
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

交
通
防
災
課
長　

町
内
の
65
歳

以
上
の
方
が
い
る
世
帯
が
対
象

で
、
購
入
費
お
よ
び
設
置
費
の

２
分
の
１
の
額
で
５
０
０
０
円

が
限
度
。
補
助
開
始
か
ら
令
和

５
年
２
月
ま
で
で
19
世
帯
が
こ

の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
る
。

問　

韮
崎
市
は
１
万
３
２
１
０
円

の
自
動
応
答
録
音
装
置
に
１
万

円
の
補
助
を
出
し
、
委
託
し
た

市
内
の
電
気
業
者
が
使
い
方

を
説
明
し
、
写
真
を
撮
っ
て
市

に
申
請
す
る
の
で
見
守
り
に
も

な
る
そ
う
で
す
が
、
補
助
金
の

増
額
や
設
置
し
や
す
さ
の
改
善

は
。

町
長　

補
助
金
の
５
０
０
０
円
に

つ
い
て
は
、
見
直
し
を
検
討
し

た
い
。

お
く
や
み
支
援
コ
ー
ナ
ー
の

設
置

問　

家
族
の
死
亡
届
け
後
の
手
続

き
が
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
い

う
声
が
あ
る
。
甲
斐
市
の
よ
う

に
予
約
制
に
し
て
、
氏
名
・
住

所
の
印
字
を
す
る
な
ど
町
民
の

皆
さ
ん
の
負
担
を
少
な
く
す
る

た
め
に
も
お
く
や
み
支
援
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

町
民
課
長　

手
続
き
の
所
用
時
間

は
、
概
ね
１
時
間
程
度
で
終
わ

れ
る
よ
う
簡
略
化
も
含
め
、
必

要
書
類
作
成
の
支
援
を
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
手
続
き
の
簡

略
化
を
さ
ら
に
進
め
、
予
約
制

な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
も
利
便

性
を
高
め
、
遺
族
の
方
の
負
担

軽
減
や
不
安
の
解
消
に
つ
な
が

る
よ
う
、
寄
り
添
い
な
が
ら
遺

族
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
。

子どもたちに安心安全な学校給食を
　　給食には安心安全なものを提供してもらいたいが

　　��学校給食なので、消毒のあり方について検討する（町長）

問

答
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企
業
誘
致
活
動
の
進
捗
は

問　

企
業
誘
致
候
補
地
調
査
の
進

捗
と
、
新
た
な
施
策
展
開
は
。

企
画
政
策
課
長　

誘
致
候
補
地
調

査
は
完
了
し
、
町
内
11
ヶ
所
を

候
補
地
と
し
て
資
料
を
整
理
し

た
。
企
業
が
求
め
る
多
種
多
様

な
条
件
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

立
地
の
支
援
を
行
な
う
こ
と
で

企
業
の
誘
致
に
繋
げ
る
。ま
た
、

県
・
町
の
助
成
金
制
度
を
連
動

さ
せ
た
助
成
の
実
施
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

問　

昨
年
12
月
に
国
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合

戦
略
が
閣
議
決
定
し
、
全
体
像

が
公
表
さ
れ
た
。
地
方
版
総
合

戦
略
の
改
訂
な
ど
具
体
的
な
地

方
活
性
化
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
が
、
今
回
の
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。

企
画
政
策
課
長　

デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
に
関
す
る
内
容
を
追
加

し
た
「
身
延
町
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
（
仮

称
）」
の
策
定
を
計
画
し
て
お

り
、
総
合
戦
略
を
加
速
化
す
る

等
の
視
点
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
よ
る
効
率
的
な
施

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
内

容
を
検
討
し
て
い
る
。

本
町
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て

問　

特
に
医
療
福
祉
事
業
者
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
判
断
す
る

が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

は
人
手
不
足
で
入
所
待
機
者
は

発
生
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
４
施
設
あ
り
、
申
込

み
順
に
待
機
者
を
管
理
し
て
い

る
。
入
所
の
順
番
が
近
づ
い
て

き
た
ら
連
絡
し
、
入
所
確
認
を

し
な
が
ら
手
続
き
を
進
め
て
い

る
。
人
手
不
足
が
原
因
で
入
所

を
待
っ
て
も
ら
う
ケ
ー
ス
は
な

い
。

問　

福
祉
の
町
と
し
て
、
安
心
し

て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し

た
い
。
入
所
待
機
者
に
対
す
る

対
応
は
。

福
祉
保
健
課
長　

施
設
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
必
要
性
が
高
い
入
所

希
望
者
を
優
先
的
に
入
所
で
き

る
よ
う
例
外
的
に
施
設
に
申
し

込
む
場
合
が
あ
る
。
介
護
3
以

上
で
あ
っ
て
常
時
介
護
が
必
要

で
、
居
宅
で
介
護
が
困
難
な
場

合
な
ど
は
、
優
先
入
所
検
討
会

を
開
催
。
ま
た
、
介
護
1
か
2

で
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
困
難
な
こ
と
に
つ

い
て
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が

あ
る
者
が
対
象
と
な
り
、
特
例

入
所
検
討
会
を
開
催
し
施
設
に

通
知
し
て
い
る
。

問　

経
済
活
動
も
動
き
始
め
、
特

に
観
光
産
業
な
ど
人
の
動
き
が

活
発
に
な
る
と
予
想
。
総
合
戦

略
の
目
標
施
策
と
し
て
掲
げ
て

い
る
内
容
に
対
し
て
進
捗
は
。

観
光
課
長　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
基
本
目
標

の
一
つ
「
地
域
に
根
ざ
し
た
雇

用
の
創
出
」
に
つ
い
て
、
創
業

支
援
等
事
業
補
助
金
を
活
用
さ

れ
た
実
績
は
、
令
和
５
年
２
月

末
時
点
で
相
談
件
数
13
件
、
申

請
数
６
件
、
申
請
額
７
２
８
万

４
０
０
０
円
で
、
有
効
な
支
援

と
考
え
る
。
就
業
支
援
に
つ
い

て
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
に
よ

る
労
働
人
口
減
少
と
、
有
効
求

職
者
数
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

峡
南
地
域
の
労
働
市
場
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
、
２
月
７
日

に
就
業
希
望
を
対
象
に
し
た
、

「
身
延
町
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
就
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を

町
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
共
催
で
実

施
。
今
後
も
改
善
に
資
す
る
取

り
組
み
を
し
て
い
く
。

身
延
町
職
員
提
案
制
度
実
施

要
綱
に
つ
い
て

問　

こ
の
要
綱
は
人
材
育
成
で
あ

り
、
す
べ
て
は
「
ひ
と
」
か
ら

と
な
る
。
全
員
参
加
の
重
要
な

規
定
で
「
ひ
と
」
の
能
力
向
上・

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
自
律

行
動
型
職
員
を
育
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
政
運
営
に
参
加
す

る
。
総
合
戦
略
な
ど
全
て
の
活

動
に
対
し
、
非
常
に
重
要
な
制

度
で
あ
る
。
直
近
２
年
の
提
案

件
数
と
褒
賞
実
績
は
。

総
務
課
長　

令
和
３
年
度
５
件
、

令
和
４
年
度
３
件
で
す
。
褒
賞

実
績
の
該
当
は
な
い
。

問　

新
任
職
員
の
研
修
に
制
度
説

明
は
あ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

新
任
職
員
研
修
に

制
度
説
明
は
行
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
不
安
を
和
ら
げ
、

職
場
環
境
に
適
応
さ
せ
る
体
制

づ
く
り
か
ら
、
上
司
や
同
僚
の

助
言
等
に
よ
り
、
サ
ポ
ー
ト
を

行
な
っ
て
い
る
。

人口減少対策の取り組みについて
問　�（総合戦略）企業誘致候補地の用地調査と企業への情報提供

など施策展開の進捗は

答　�調査内容も含めたPRチラシを作成、他県の関連機関など
とも連携・配布、山梨県とも引き続き連携を行ない積極的
に取り組んでいく（企画政策課長）
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町長施政方針
望
もちづき

月　幹
み き や

也 町長

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
１
０
４
億
１
０
０
０
万
円

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
１
０
４
億
１
０
０
０
万
円

第
２
次
総
合
計
画
の
主
要
な
事
務
事
業
に
取
り
組
む

第
２
次
総
合
計
画
の
主
要
な
事
務
事
業
に
取
り
組
む

◇
は
じ
め
に

　

国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
感
染
症
法
上
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
該
当

し
な
い
５
類
感
染
症
に
位
置
づ
け

る
方
針
を
出
し
た
。

　

こ
の
変
更
に
伴
い
、
患
者
へ
の

対
応
、
医
療
提
供
体
制
の
確
立
な

ど
、各
種
の
政
策
・
措
置
に
つ
い
て
、

見
直
し
を
行
な
う
議
論
等
を
進
め

て
い
る
。

　

本
町
の
12
歳
以
上
の
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、

令
和
４
年
10
月
か
ら
個
別
接
種
を

開
始
し
た
。
集
団
接
種
は
、
下
山

小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
10
日
間

計
画
し
、
昨
年
の
10
月
29
日
か
ら

始
め
て
、
12
月
25
日
で
終
了
し
た
。

個
別
接
種
は
、
２
月
15
日
現
在
の

接
種
率
は
61
％
で
あ
る
。

　

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
は
、
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
国
か
ら
発
せ
ら
れ
る
情
報

に
注
視
し
な
が
ら
感
染
症
対
策
を

進
め
て
い
く
。

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
事
業
の
精

査
に
よ
り
予
算
額
を
増
減
し
た
。

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
町
税
収
入
は
、

人
口
減
少
に
伴
う
個
人
住
民
税
の

減
収
並
び
に
喫
煙
者
の
減
少
等

に
よ
る
町
た
ば
こ
税
の
減
収
に
加

え
、
物
価
上
昇
に
伴
う
地
域
経
済

活
動
の
低
迷
等
に
よ
る
要
因
を
み

る
と
、
町
税
収
入
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
。
さ
ら
に
基
幹
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
景
気
回
復
を
見
込
ん

だ
国
の
当
初
予
算
案
を
基
に
、
県

に
よ
る
試
算
が
行
な
わ
れ
交
付
税

総
額
が
昨
年
度
並
み
に
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　

歳
出
予
算
は
、
将
来
を
見
据
え

た
健
全
な
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、

第
２
次
総
合
計
画
の
主
要
な
事
務

事
業
等
に
取
り
組
み
、
特
に
第
２

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
掲
げ
る
目
標
を
着
実
に

達
成
で
き
る
よ
う
、
遂
行
可
能
な

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
計
画
し
た

予
算
を
編
成
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は

総
額
１
０
４
億
１
０
０
０
万
円

で
、
令
和
４
年
度
と
同
額
規
模
と

し
た
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
申
請
交
付
事

務
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
１
月
末
時
点
の
交
付

枚
数
６
８
８
３
人
、
交
付
枚
数
率

64.2
％
で
県
内
で
は
３
位
で
あ
る
。

カ
ー
ド
の
利
活
用
の
拡
大
に
取
り

組
み
、
利
便
性
が
高
く
な
る
よ
う

に
庁
内
連
携
を
図
る
。

●
身
延
中
学
校
新
校
舎
整
備
事
業

並
び
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

中
学
校
は
、
基
礎
工
事
の
地
盤

改
良
が
完
了
し
、
耐
火
コ
ア
部
の

Ｒ
Ｃ
棟
に
着
手
し
、
１
階
部
分
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
完
了
し
、

２
階
部
分
の
柱
、
壁
の
配
筋
・
型

枠
の
設
置
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
建
物
の
外

部
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
内
部
工

事
の
壁
や
天
井
工
事
が
行
な
わ

れ
、
外
構
工
事
で
は
排
水
側
溝
の

設
置
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

●
下
部
温
泉
健
康
増
進
施
設
整

備
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

建
物
の
躯
体
外
部
の
工
事
が
完

了
し
、内
部
工
事
が
行
な
わ
れ
て
、

駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
見
え
る
施
設
の

外
観
も
完
成
形
に
近
づ
い
て
い

る
。

　

ま
た
、
懸
案
事
項
の
駐
車
場
の

用
地
確
保
に
つ
い
て
も
隣
接
す
る

Ｊ
Ｒ
の
用
地
取
得
の
合
意
が
得
ら

れ
、
４
月
末
の
開
業
に
間
に
合
う

よ
う
整
備
を
行
な
っ
て
い
く
。

●
ワ
ン
だ
ふ
る
商
品
券
に
つ
い
て

　

町
民
一
人
あ
た
り
２
万
５
０
０

０
円
の
商
品
券
の
給
付
事
業
を
実

施
し
、
１
月
31
日
を
も
っ
て
取
り

扱
い
業
務
を
終
了
し
た
。
換
金
額

は
、
２
億
５
６
６
４
万
６
０
０
０

円
で
、
98
％
の
換
金
率
と
な
っ
た
。

【
他
の
報
告
】

・�

㈱
ク
ス
リ
の
サ
ン
ロ
ー
ド
と
の
包

括
連
携
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

・�

町
の
歌
「
お
か
え
り
な
さ
い　

少
年
た
ち
よ
」YouTube

５
万

回
視
聴
突
破
に
つ
い
て

・�

令
和
５
年
「
身
延
町
二
十
歳
の

集
い
」
に
つ
い
て
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教育長教育方針
保
ほ さ か

坂　新
しんいち

一 教育長

◇
は
じ
め
に

　

教
育
基
本
法
の
精
神
を
基
盤

と
し
た
教
育
目
標
の
実
現
を
目
指

し
、「
第
２
期
身
延
町
教
育
大
網
」

及
び
「
第
２
期
身
延
町
教
育
振
興

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
明
日
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
、

新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
課
題

に
対
応
し
な
が
ら
教
育
行
政
の
運

営
に
努
め
て
い
く
。

●
学
校
教
育
課
関
係

　

児
童
生
徒
の
個
性
を
尊
重
し
た

教
育
を
推
進
し
、
新
し
い
時
代
に

必
要
と
な
る
資
質
や
能
力
を
育
成

し
、「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け

た
児
童
生
徒
を
育
て
る
教
育
を
各

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て

い
く
。

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
令
和
５
年
８
月
稼
働
に
向
け

た
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
児
童

生
徒
ひ
と
り
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
、
ま
た
、
よ

り
深
い
学
び
に
つ
な
げ
る
ツ
ー
ル

と
し
て
、
小
中
学
校
へ
の
電
子
黒

板
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

教
育
に
係
る
保
護
者
負
担
の
軽

減
及
び
学
校
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
学
校
給
食

費
や
修
学
旅
行
費
の
全
額
補
助

等
、
様
々
な
教
育
費
へ
の
経
済
的

支
援
を
行
な
っ
て
い
く
。

　

通
学
支
援
に
つ
い
て
は
、
利
用

す
る
児
童
生
徒
の
状
況
を
勘
案
す

る
中
、
運
行
を
実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
中
学
校
移
転
後
の
通
学

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
中

学
校
と
協
議
し
て
、
夏
頃
に
は
保

護
者
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

い
じ
め
に
関
す
る
重
大
事
態
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
尊
厳
を
保
持
し
、
安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
に
重
点

を
置
き
、
的
確
な
対
応
に
努
め
て

い
く
。

●
生
涯
学
習
課
関
係

　

生
涯
学
習
の
推
進
の
た
め
、
各

施
設
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
策
を
講
じ
る
中
で
、
出
来

る
範
囲
で
の
開
催
を
目
指
し
事
業

展
開
を
図
っ
て
き
た
。「
生
涯
学

習
・
公
民
館
な
ど
の
活
動
支
援
」、

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」、「
芸

術
文
化
の
振
興
」、「
青
少
年
健
全

育
成
」
及
び
「
文
化
財
の
保
護
」

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
本

格
的
な
生
涯
学
習
活
動
に
向
け
て

感
染
症
対
策
を
継
続
し
、
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

下
部
温
泉
駅
前
に
令
和
５
年

４
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
ス

ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施
設
」、
通
称

【「
武
田
信
玄
公
か
く
し
湯
の
里
」

ヘ
ル
シ
ー
ス
パ
サ
ン
ロ
ー
ド
し

も
べ
の
湯
】
に
つ
い
て
は
、
運
営

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
日

帰
り
温
泉
と
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
併

設
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、ま
た
、

町
の
観
光
振
興
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指

し
て
い
く
。

　
「
西
嶋
和
紙
の
里
」
で
は
大
規

模
改
修
が
終
わ
り
、
施
設
全
体
の

指
定
管
理
者
導
入
制
度
に
向
け

て
、
よ
り
誘
客
が
期
待
で
き
る
施

設
と
な
る
よ
う
調
査
検
討
を
進

め
、
西
嶋
和
紙
の
振
興
、
西
嶋
和

紙
の
里
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。

●
施
設
整
備
課
関
係

　

平
成
30
年
度
に
策
定
さ
れ
た

「
身
延
町
立
学
校
施
設
整
備
計
画
」

に
基
づ
き
、
基
本
・
実
施
設
計
に

よ
り
業
務
を
推
進
し
、
給
食
セ
ン

タ
ー
は
令
和
５
年
８
月
に
、
令
和

６
年
４
月
に
は
身
延
中
学
校
の
新

校
舎
が
開
校
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

身
延
清
陵
小
学
校
、
下
山
小
学

校
、
身
延
小
学
校
の
校
舎
等
に
つ

い
て
は
今
後
、
大
規
模
な
改
修
に

よ
り
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く
。

新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
や
能
力
を
育
成
し
、

新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
や
能
力
を
育
成
し
、

「
生
き
る
力
」を
身
に
付
け
た
児
童
生
徒
を
育
て
る
教
育
の
推
進

「
生
き
る
力
」を
身
に
付
け
た
児
童
生
徒
を
育
て
る
教
育
の
推
進

武田信玄公かくし湯の里
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組合議会報告
峡南衛生組合議会（身延町、早川町、市川三郷町、南部町で構成）
第１回定例会　令和５年２月 16 日（木）　峡南衛生組合（身延町下田原） 報告者：伊藤達美

議案番号 議 案 名 採決結果
議案第１号 峡南衛生組合個人情報保護法施行条例について 可決
議案第２号 峡南衛生組合職員の定年等に関する条例の一部改正をする条例について 可決
議案第３号 令和４年度一般会計補正予算（第２号）について 可決
議案第４号 令和５年度一般会計予算について 可決
同意第１号 峡南衛生組合監査委員の選任につき同意を求めることについて 可決
発委第１号 峡南衛生組合議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 可決

（概要）ごみ・し尿・火葬を共同処理することを目的として設立。管理者は南部町長。

身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合議会 （身延町、早川町で運営する組合立の病院）
第１回定例会　令和５年３月 24 日（金）　飯富病院（身延町飯富） 報告者：田中一泰

議案番号 議 案 名 採決結果
議案第１号 職員の定年に関する条例中改正の件 可決
議案第２号 個人情報保護法条例制定の件 可決
議案第３号 令和 5年度事業会計当初予算の件 可決

発議第１号 令和 5年度身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合の個人情報の保護に
関する条例の件 可決

（概要）へき地医療拠点病院としての機能をもつ。管理者は身延町

峡南広域行政組合議会 （市川三郷町、富士川町、早川町、身延町、南部町の5町で構成）
第１回定例会　令和５年３月 23 日（木）　峡南広域行政組合（市川三郷町岩間） 報告者：広島法明

議案番号 議 案 名 採決結果
議案第１号 峡南広域行政組合個人情報保護法施行条例の件 可決
議案第２号 峡南広域行政組合職員定数条例中改正の件 可決
議案第３号 峡南広域行政組合職員の定年等に関する条例中の改正の件 可決

議案第４号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する
条例制定の件 可決

議案第５号 峡南広域行政組合特別会計設置条例中改正の件 可決
議案第６～８号 令和４年度一般会計補正予算（第４号）他２特別会計 全部可決

議案第９号 令和５年度一般会計予算 可決
議案第10号 令和５年度情報センター特別会計予算 可決
議案第11号 令和５年度介護保険特別会計予算 可決
発議第１号 峡南広域行政組合議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 可決

（概要）構成する 5町の事業の中で広域的に処理する４つの事業を実施。情報センター、消防本部、老人ホーム、事務局総務課
など。代表理事は身延町長。

山梨県後期高齢者医療広域連合議会 （山梨県内すべての市町村で構成）
第１回定例会　令和５年２月 20 日（月）　山梨県自治会館（甲府市） 報告者：山下利彦

議案番号 議 案 名 採決結果
発委第１号 山梨県後期高齢者医療広域連合議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 可決
議案第１号 山梨県後期高齢者医療広域連合個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 可決
議案第２号 山梨県後期高齢者医療広域連合会計年度再任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第３号 山梨県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決

議案第４号 令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決
議案第５号 令和５年度一般会計予算 可決
議案第６号 令和５年度後期高齢者医療特別会計予算 可決

（概要）高齢者医療制度の資格管理や保険料の賦課、高額療養費等の支給などを行なう。連合長は笛吹市長

一部事務組合とは、複数の地方公共団体（市町村、特別
区など）が行政サービスの一部を共同で行なうことを目
的として設置する行政機関で、地方自治法 284 条 2 項に
より設けられる。特別地方公共団体の一つ。
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町
民
の
み
な
さ
ま
、

　
　
議
員
と
懇
談
し
ま
せ
ん
か
。

○
３
地
区
共
通
事
項

議
題　

   

３
月
定
例
会（
当
初
予
算
他
）に
つ
い
て

開
催
時
間

  

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

中
富
地
区

　
日
時　
令
和
5
年
5
月
13
日
（
土
）

　
場
所　
中
富
地
区
公
民
館
西
嶋
分
館

下
部
地
区

　
日
時　
令
和
5
年
5
月
20
日
（
土
）

　
場
所　
婦
人
の
家
（
久
那
土
出
張
所
）

身
延
地
区

　
日
時　
令
和
5
年
5
月
27
日
（
土
）

　
場
所　
身
延
地
区
公
民
館
豊
岡
分
館

※
申
し
込
み
は
、
不
要
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「町民と議員との懇談会」の開催について

行
政
視
察
受
入

と　　き　令和5年1月19日（木）

内　　容　	熊本県和
なごみ
水町議会（14名来町）

　　　　　日本初のオリンピア箱根駅伝の創設者		金栗四三の出身地
視察事項　	公共交通事業について
　　　　　タブレット端末の導入について

　熊本県和水町議会が身延町へ行政視察に来町しました。

山梨西部広域環境組合議会（峡北、峡南の11の市町で構成）
第１回定例会　令和５年３月 30 日（木）　中巨摩地区広域事務組合（中央市）　 報告者：遠藤公久

議案番号 議 案 名 採決結果
承認第１号 専決処分（山梨西部広域環境組合職員給与条例中改正の件） 承認
議案第１号 山梨西部広域環境組合個人情報の保護に関する法律施行条例制定の件 可決

議案第２号 個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例
制定の件 可決

議案第３号 山梨西部広域環境組合職員の定年等に関する条例中改正の件 可決

議案第４号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する
条例制定の件 可決

議案第５号 令和４年度一般会計補正予算（第２号） 可決
議案第６号 令和５年度一般会計予算 可決

議員提出議案第１号 山梨西部広域環境組合議会の個人情報の保護に関する条例制定の件 可決
（概要）山梨県の「ごみ処理広域化計画」に基づき、新ごみ処理施設建設及びその運営を目指すために、令和 2年 2月設立され
た一部事務組合。管理者は中央市長。
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★町長行政報告（P21）
●町長の行政報告は内容がわか
りやすく説明されていると思
います。これからも町民の生活
向上に期待します。

●身延中学新校舎が完成に向け
着々に進んでおり楽しみにして
います。工事工程の中で参加型
のイベントなども提案との事で
是非実施してもらいたいです。

★一般質問７人（P13～ 20）
●一般質問の傍聴人数がかかれて
いますが、傍聴できることをも
っと知ってもらえる書き方にし
てもいいのでは。色々な質問が
されているようなので興味深く
読める。

●一般質問では議員がそれぞれの
立場で多方面から質問されてい
るので、実情や課題がよくわか
りました。内容を読むことで自
分たちの生活をより良くするた
めに考えることができました。

●いつも同じ議員さんが登場して
いる様に思います。一般質問も
当番制で行なう事を望みます。
町議一人ひとりの声を伺いたい
です。議場に出席するだけの議
会ではないはずです。むずかし
いとは思いますが、町民のひと
りとして宜しくお願い致します。

★議案に対する賛否（P12）
●前回と同じく、一覧で記載され
ていて、議案が把握しやすくて
よいです。賛否に関しては、この
ままの表記で良いと思います。

★常任委員会レポート（P9～11）
●数多くある予算案や、条例につ
いて細かな所まで疑問を投げか
けている事から、町の取り組み
を少しでも良い方向へと、議員
の皆さんが目を光らせているこ
とが感じとれます。

●各委員の質問も良かった。その
一方で一問一答の表記なので詳
しくは分りませんが、深く踏み
込んだりした意見のやり取りは
ないのでしょうか。紙面の関係
上なのか。

★モニター通信（P23）
●少し読みずらいです。縦書きにして
箇条書きの方が読み易いのでは。

★鴨川市議会表敬訪問
　・組合議会報告（P22）

●鴨川市（千葉県）の県名が書いて
あると分かり易いと思います。
組合議会報告の構成が見やすく
工夫されていると感じました。

●組合議会報告、前にもご意見が
ありましたが、可決・同意だけ
で内容が分りませんでした。

★おじゃまします（P24）
●他県でガイドボランティアを受
けて観光したことがあります。
地元の方なのでガイドブック
には載っていない場所や歴史
を教えてもらい、とても良かっ
たです。身延町にもボランティ
ア組織があるとは知りません
でした。身延山久遠寺のほかに
も身延しょうにん通りや金山
博物館、和紙の里などを観光地
として定着させ、他県からも来
てもらえるように今後の活動
を期待します。

★町政へのご意見・ご要望
●山ヒルの被害について、ここ数
年山ヒルの被害が拡大してい
る。このままでは農作物を作る
気持ちが減退し、耕作放棄地は
増え、山ヒルは増加する負のス
パイラルが進む。子ども達の被
害も増え、将来この町に住んで
くれるだろうか。みのぶ観光に
も悪いうわさがたたないか、不
安がよぎる。町として一刻も早
い対応をお願いしたい。

★第4回定例会、第4・5回臨時会
議案説明（P6～8）

●「条例改正・廃止」の２項目の
説明文に工夫の必要があると思
います。太字をそのまま転記す
るのではなく、どのようにいく
ら上がったのか下がったのか具
体的に表現してほしいです。

●紙面が大変見やすく適度な文字
間であったりと読み易かった。
様々な補正予算が可決された
との事なので、予算内で事業が
進む様努力して頂きたい。

★表紙について（P1）
●「やったー！」を表記してある
わりには、表情がきょとんとし
ているので違和感がありまし
た。札を前のめりになって、手
を出している瞬間とかもっと
熱量が伝わってくる構図だっ
た良かったと思います。

★議会改革推進特別委員会報告（P2）
●町民の方達の理解は別として議
員の方達が町のため、町民のた
めに充実した活動を行なえる
よう、報酬額を引き上げるため
に全国的な平均額や現状を知
ってもらえる、分かりやすい資
料になっていると思います。

●議員報酬については長きにおい
て現状のままとの事で一考あり
と思いますが、経済、景気回復
も低迷するなかであり、早急な
議論が今、必要でしょうか。段
階的な引き上げも検討すべき。

★町民と議員との懇談会（P3～5）
●地域の利益誘導意見になりがち
ですが、町の課題への意見質問
で、意義ある懇談会だと思いま
す。参加者が少ないのが残念で
す。前日と当日の夕方6時頃、区
ごとの放送で呼び掛けたらどう
でしょうか。また、区の役員には、
事前に文書で呼びかけても良い
かもしれません。

●地域住民の声を聞いていただけ
る良い機会に参加者が少なくて
残念に思う。次回は、各地区の役
員個々に案内を出すなどして、
地元の意見、要望等を聞き取り、
懇談会に臨んで欲しい。

（議会だより№73の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。貴重な
ご意見等を参考に、町民の皆様の「心
に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信
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過去の議会だよりは、
こちらから閲覧できます。➡

■発行：山梨県身延町議会　　■編集：議会広報編集委員会　　■発行日：令和５年５月１日

　弓道は 28m 先の直径 36㎝の的を射止める極めてシンプルな競技です。『正射必中』とい
う格言があります。正しい射法で射られた矢は必ず中るという意味です。この境地に少しで
も近づけるように日々努力です。とは言ってもそこは楽しみながらです。

練習日　 毎週火曜日と金曜日
　　　　19 時 30 分～ 21 時
場　所　下部弓道場
　　　　（旧久那土中学校弓道場）

　ただし、毎月第二火曜日の同時間は
　身延弓道場で練習します

身延町スポーツ協会弓道部

連絡先
二宮　和仁

☎0556-37-0203
mail：k.ninomiya12@gmail.com

おじ まし すまゃ
みのワン


